
資 料10

産 業 別 情 報 ニ ー ズ 調 査 報 告 書

(印 刷)

印 」鍾 ゴ

シ燕

昭 和54年3月

UIPOE£

財団法人 日本情報処理開発協会



この報告書 は、 日本 自転 車振興会か ら競輪収益の一 部であ

る機械工業振興資金の補 助を受 けて昭和53年 度に実施 した

「産業別情報拠 点の育成 に関す る調査研究 」の成果を とりま

とめたものであ ります。

6
}

`

†



印刷 産業情 報 ニ ーズ調査委 員会名簿

(順 不同)

松

岩

松

向

川

沢

伊

磯

本

根

島

井

井

田

藤

野

一 磨

三 樹 男

義 昭

一 之

利 勝

已 之 助

仁 孝

光 雄

東京都 印刷 工業組合副理事長

東京都印刷工業組合常務理事

全 日本 印刷工業組合連合会参 与

光村 印刷株式会社取締役

(社)日本印刷技術 協会専務理事

(財)印刷 図書館館長

印刷出版研究所編集部次長

全 日本印刷 工業組合連合会

東京都印刷 工業組合専務 理事

く〆タ



⑭ 、 ・



`

`

s

・勺

討

、
.、

1.は じ め に

1.1

1.2

目 次

印刷 産業 と情報

報告書作成 の目的

2.印 刷業 の現状 と特徴

2.1

2.2

'2
.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

日本産業 におけ る位置付け

業界構 造の現状 と特徴

業界の規模別構成 の先進 国 との比較

印刷技術 面か らみた先進国 との比較

生 産性,労 務 費 に つい ての 比較

過当競争 と需要対応

策

…

対

有

害公

教

3・ 情 報ニー ズ調 査 の 内容

3.1印 刷 業 の政 策 課 題

3.2印 刷 関 係 情報 の現 状

3.3情 報 の利 用状 況

3.4

3.5対 応 策 と将来 の課題

政策課題別情報 の分析 と整理

4・ 今 後 の 課 題

4.1

4.2

4.3

情報 処 理 とサ ービス方 法

情報拠点 としての位置付 け と機能

今後の課題

1

1

2

4

4

6

9

10

10

U

11

12

14

14

35

42

45

55

57

57

62

63



●
■

`

'

・
"

■

ト



、
、

¶

'

.
・

1.は じ め に

本 書 は、 昭 和53年 度 事業 とし て、 当協 会 の 委 託 に よ り全 日本 印刷 工 業 組

合 連 合会 が 調 査 し、 と りま とめ た 「印 刷産 業 情 報 ニ ーズ 調 査」 の 成果 報 告 書

で あ る。

1・1印 刷 産 業 と情 報

印刷 業 は情 報 媒体 産 業 と して、 我 が 国 の経 済 社 会 のみ な らず 、生 活 文化 の

上 に も極 めて 重要 な役 割 を 果 して い る こ と は言 うま で もな い 。 即 ち、 我 々の

周 囲 にあ る代 表 的な 情 報 媒 体 と して は 、 テ レ ビ、 ラ ジオ、電 話 、 録 音 テー プ

コ ピ ーな どが 挙 げ られ るが 、 印刷 物 は 、 正 確性 、 記録 性 、 そ して鮮 明 な大 量

複 製 の手 段 と して は最 も優 れ て お り、 新 聞 、 カ レ ンダ ー、書 籍 ・雑誌 、 教 科

書 、 チ ラ シ、 伝 票、 手 帖 、包 装 紙 類 な ど、 産 業 活動 や 日常生 活 を形 成 す る上

にお い て欠 くこ との 出 来 な い社 会 的 ニ ー ズを も って い る。従 って その 用 途 は

出版 印刷 物 、 事務 用 印 刷 物 、 宣 伝印 刷 物 、 包装 印刷 物 な ど極 め て広 く、 さ ら

に体 裁 、 サ イ ズ、 色数 、 数 量な ど多 種 多様 で あ り、加 え て近 年 の著 しい生 産

技 術 の 開 発 か ら、 主 流 で あ る紙 の ほか 、金 属 、 プ ラス チ ック、繊 維 、 陶 磁 器 、

ガ ラスな ど、 被 印刷 物 は 無 限 に拡 大 され 、 ニ ー ズの多 様 化 に対応 してきている。

産 業 分 類 に おい て は 、 印刷 業 は次 の よ うに分 類 され て い る。

25

253

2531

出版 ・印刷同関連業

印刷業(謄 写印刷 業を除 く)

印刷業(〃)

印 刷 業 と は主 と して材 料 のいかんを 問 わず 、各 種 の 印刷 を行 な う事 業 所 をい

う。 印刷 方 脚 ま、謄 写 版 印 刷 を除 くとっ版(凸 版)、 平版、お う版(凹 版)な どの印

刷 機 械 を 用 い て印 刷 す る もので あ る 。金 属 印刷 、 隆起(浮 き 出 し)印 刷 、 ビ
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ニ ル 印刷 、 布地 印刷 、 セル ロイ ド印刷 な どの 特殊 印刷 も本 分類 に含 まれ るご

と っ版(凸 版)印 刷 業

平版 印刷 業

お う版(凹 版)印 刷 業

ス クリー ンプ ロセ ス印刷 業

金 属 印刷 業

木 材 印 刷 業

ガ ラ ス印刷 業

セル ロイ ド印刷業

ビニル印刷 業

布地 印刷業

シール印刷業

写真印刷 業

印刷製本 業

これ らの 生 産方 式 を駆 使 し、 版 を 媒 介 と して 印刷 機 を 用 い 、紙 な どの 被 印刷

物 に 印刷 イ ンキ を盛 って 、 文字 や 図形 な どの 画 像 を 再現 す るプ ロセ スが 「印 刷」

で あ り、 多 品種 受 注 型 の 産 業 と して 、都 市 集 中型 の 産 業 で もあ るが 、地 域 的 な

需要 を も有 す る こ とか ら、村 、島 し ょに 至 るま で散 在 して お り、 全 国27,000事 業

所 の 大半 が 小 規 模 企 業 で も あ る。

さ らに、 企 画設 計 工程 、 写 真 製版 工程 、 加 工 製 本 工程 な ど関連 す る業 種 も多

く、 従 って雇 用 力 の面 か らも印刷 産業 は極 あ て大 きな 業界 で もあ り、使 用機 器

の電 算 化 と と もに 、業界 にお け る情 報 ニ ー ズ もます ます 重 要 性 を帯 び て お り、

本報 告書 の 作 成 を手 が か りと して 、 今 後 さ らに 内 容 の 充実 が な され れ ば 幸 い で

あ る。

1・2報 告 書 作 成 の 目 的

我 が 国経 済 は、 昭和48年 の いわ ゆ る オ イ ル シ ョッ クを境 に、 高 度 成 長 か

ら安 定成 長 へ の大 転 換 を 余 儀 な く され 、 印刷 業 界に お い て も極 め て著 しい

影 響 を受 けた 。 即 ち、 極 端 な需 要 の 減 退 と需 給 の デ フ レ ギ ャップ に よ る過

当 競争 の 展開 、 そ して人 件 費 な らび に諸 資 材 の 高騰 は 、 永 年 に わ た り合 理

化 努 力 を続 け て きた 印刷 業 界 も回 避 し得 ず 、 昭 和50年 に は不況 業種 の指定
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を受け るに至 った。

安定成長 経済へ の移行 がすすむにつれ、印刷業 界の景況 も徐 々に回復 し

つつ あるが、 その後 も円高問題な ど国際的な経済情勢の変動をは じめ、韓

国、台湾等 におけ る文字組版の輸入および出版 印刷物 の輸入な ど、印刷産

業 も直接、国際的競争 に直面 しっっあ り、加えて技術革新 による生産機器

の多様化 、簡便化 による印刷設備導 入の容易性や、複写機 器の発達による

情報伝達媒体 の多様化な どか ら、業界外部 との新 たな競合 関係を生 じっつ

あ り、印刷物 に対す る ニーズの多様化 とともに業 界の政策的課題 は山積 し

ているといえよ う。

従 って、 内外の環境 の変化や需要動向の変化 に対 応すべ く業 界に関連す

る情報 の収集、分析 そして提供の機 能を持つ こ とは、迅速 ・的確な情況判

断 と方針策 定のため に極 めて重要であ り、今回、 「産業 別情報 ニーズ調査」

の対象 の一つ として 印刷 産業が選定 され たが、 このよ うな調査研 究を通 じ

て関係デ ータを明 らか にすることは当業界の将 来にと っても有意義な こと

と思 われ る。

このよ うな観点か ら、本報 告書では、現在 の印刷業 界における各種情報

な らびに関係する情報 を摘出 し、 これを業界の政策課題別 に整理 ・分類 し

さらには必要度に応 じて分析 した。印刷産業には製品別 ・規模別な ど多 くの

団体があ り、また受注形態や複雑な生産工程、 多種にわたる機材 ・資材 の調

達など、関連する業界も多 々あることか ら、網羅 し得 なか った情報 もあろ う

が、今回の調査により一 先ず情報分類 が整理 され たことによ り、将来の情報

ニーズ模索への態勢が容易 とな らん ことを期待 して取纏め た。
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2.印 刷 業 の 現 状 と 特 徴

2.1

(1)

日本 産業 に おけ る 位 置 付 け

文 化 にお け る印 刷業 の使 命

人類 の発 展 史 上 にお い て 「言 葉 」 が 生 まれ 、 「文 字 」 が 作 られ、 この文

字を 多数複 製 す る方 法 と して 「印刷 」 が発 明 され た のは 二 現 存 す る世 界 最

古 の 印刷 物 と して 日本 で 作 られ た 「百 万 塔 陀羅 尼 経 」 が、 西 歴770年 頃

と言 わ れ、 そ の後 、1445年 に グ ーテ ンベ ル グが 「活 版術 」を 発 明 して

か ら5世 紀 に わ た り人 類 の 文 化 発 展 の た め の情 報 媒 体 の主 役 の座 は、 印刷

が 占めて きた。

1837年 、 ア メ リカの モ ール ス が電 信機 を発 明 して 以来 「電信 」 が、

そ して1920年 ラ ジオ、1931年 テ レ ビ ジ ョン と、19世 紀以 降 、 情

報 媒 体 として電 波 が 主 役 とな りっ つ あ る傾 向 にな つた現 在 にお いて も・情

報伝 達 媒 体 と して主 役 の位 置 にあ るの が 印刷 で あ る。 ま た、 印刷 技 術 の発

展 は 、単 に情報 の 媒 体 として のみ で な く、 人 類 の生 活 に必要 な あ らゆ る分

野 、 即 ち衣 食 住 の 各分 野 、 それ ぞ れ に 印刷物 が 直 接使 用 され て お り、流 通

分 野 にお いて も包 装 と して活 用 さ れ、 今や 人 類 に と って 生 活 の 必 需 品 とな

って い るので あ る。

表1業 種 別 売 上 高 の順位 と構 成 比率

順 位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15

業
種
名

44年

50年

⑥

⑥

②③

②③

④

④

⑬
⑬
⑤

⑰

⑭

⑭

⑰

①

⑨

⑫

①

⑤

⑫

⑨

⑦⑧

⑦⑧

⑮

⑮

⑯

⑯

⑪

⑪

⑩

⑩

売(

上借
高巴

44年

50年

670

1,956

515

1,375

434

880

371

797

280

708

272

538

270

528

248

513

235

499

190

463

177

324

121

242

101

174

89

153

65

111

構比

成率

44年

50年

166

21.1

128

14.8

10.7

9.5

9.2

86

69

76

6.8

5.8

6.7

5.7

61

5.5

5.8

5.4

4.7

5.0

44

3.5

3.0

2.6

25

1.9

2.2

1.6

1.6

輻2

〔得意先 業棚名 〕

ω 食品 ・農林 ・水産 ② 出版 ・報道 ③1二f伝 ④ 印刷 ⑤ 商業 ・サービス業 ⑦繊維 ⑧紙 ⑨電気 ・機械

⑩精密機器 ⑪鉄鋼 ・金属 ●鉱業 ⑫金融 ・保険'不 動産 ⑬官公庁 ・公社公団 ⑭各櫨 団体'学 校 ⑮造船 ・

自動 車 ・建設土木 ⑯運輸 ・ゴ皇僧 ・電気 ・ガス ⑰ をの他
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② 日本 産 業 にお け る印刷 業 界 の位 置

戦 後 よ り現 在 に至 る印 刷業 の位 置 の推 移 をGNPと の比 較 で み る と

表2の とお りで あ る。

表2時 期別 経済 ・印刷業年間平均成長率

GNP名 目成長率(% 印刷撲成長率⑳ GNP実 質成長率㈱

戦 後 復 興 期(』 召和24～30年)

高 度 成 長 期(昭 和31～45年)

低成長移行 期(昭 和46～50年)

16.7

15.2

16.4

26.6

18.7

16.8

8.4

10.0

5.4

勺

戦 後 、復 興 期 にお いて は、 情 報 媒体 と しての 主役 を 務 め 、 名 目G

NP平 均 成 長 率16.7%に 対 し26.6%と 約10ポ イン トの大 幅な 率

で成 長 を続 け た が 、 高 度成 長 時 代 に入 って か らは 、 名 目GNP15.2

%の 成 長 率 に対 し、1&7%と3.5ポ イ ン ト上 廻 る位 置 で成 長 して き

た 。 しか しな が ら、 現在 の安 定 成 長 下 にお いて は 、 名 目GNPと 殆 ど

同率 の成 長 で あ ろ う と推 測 され 、 この成 長 率漸減 の理 由は、 主 と して

情 報 媒 体 の主 役 が 、 印刷 か ら電 波 お よび 電 子 へ移 行 す る とい う技 術 革

新 に よ る もの で あろ う。 さ らに、 印刷物 を 作 る生 産 技 術 お よび 生産 手

段 にお いて も、 電 子 科 学 に よ って 置換 え られ つ っ あ り、 この 技 術 革 新

へ の対 応 が 、今 後 の 印刷 業 界 の成 長 率 に大 きな 影 響 を 及 ぼ す で あ ろ う。

即 ち、 印 刷物 の 生 産 手 段 が従 来 の物 理 的 または 写 真 科 学 的 分野 か ら、

電 子 科 学 的 分 野 へ 移 行 しつつ あ るこ とや 、情 報 の分析 や整理 が コ ン

ピ ュー タ ライズ され つ つ あ る こ とな どを どこ まで取 り入 れ て行 く こ と

が で き るか が 今後 の印 刷 業 界の 成 長 に重 要 な 関係 が あ る とい え よ う。
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2.2業 界 構 造 の現 状 と特徴

印刷 業 の現 状 と特 徴 を規 模 別 構 成の 推 移 の デ ー タ に よ り解 析 してみ る。

(表3参 照)

表3 印刷業 の規模別構成の推移

(工 業統計表)

区
分
年
度

～9人10～19人20～49人50人 ～ 合 計
平均規模
'(
、〉 社)

38 9,9162.6502.111820 15,497 15.8

39 9.9982,5712.088846 15,503 16.8

40 9.9162、985L992853 15,746 16.2

実 41 11,3183.1752.040880 17,413 15.3

42 1L7223,3261.986898 17,932 15.0

43 12.0293,3251.856901 18,211 15.0

数 44 13.9453.4531,947902 20,247 129

45 14.3463,3621.959863 20,530 138

(

社
46 14,3013.272L901873 20,347 12.7

) 47 17,2133.4731.980896 23,562 12.7

48 17,6603.4071.897832 23,796 12.2

49 17,9633.3141.833801 23,911 11.5

50 20.6093,5311,895807 26,842 10.8

64,017113.6
38

・ ・5
.3 100.0

81,130.7

64,516,613.4
39

'・"5 .5 100.0

8L130.0

40
62.91.9.012.75

.4 100.0

81.93L7

65,018,211.7
41

・'`・5
.1 100.0

83,229.9

構 42
65,418,511.15

.0 100.0
83,929.6

66,118,210.8
43 ・n・4.9 100.0

84329.0

成 44
68917.09.6 ¶'4 .5 100.0

85926.6

45
69・916・49-5 .・4

.2 100.0 1
86,325.9 {

70,316.19.3 1比 46 ・'4.3 100.0

86,425.4 1

( 47
73,014.78.4
・'・ ・3

.9

|
100.oi

%
86,723.1

)

48
74214.38.03

.5 100.0

88522.3

49
75,113.97.7
し ・3

.3 100.0

89,021.6

50
76,813.27.13

・0 100.0

90,020.3

'

4

'

●
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実 際 の数 字 をみ る と印刷 業 の事 業 所数 は昭和38、4、1、44、47、

50年 と、3年 目ご とに数 字 が不 連 続 に増 え て い るが 、 これは 総 理 府 統計 局

の事業所 統計 で母集 団 の漏 れ が 拾 わ れ る と、 通産 省 の工 業統 計 がそ の 拾 っ た

所 を追 いか け て行 くた め に 、数 字 が ふ くれ てい る とい う現 象 を生 じてい るの

で、3年 毎 の数 字 の傾 向 を読み 取 っ て行 けば経 時的 な構 造 の変 化 が分 か る。

高 度成長 時 代 の 昭 和38年 よ り昭和47年 迄 の規模 別 構 成 の推 移 は 昭和

38年 を100と すれ ば 、47年 に 於 て,9人 以 下 の企 業数 は173.6%も

増 加 して い る。10人 ～19人 の企 業 数は131%と9人 以 下 の半 分 以 下 の

増 加 率 であ るが 、20人 ～49人 の 企業数 は93.7%と 減 少 して お り、50

人以 上 の企 業数 は109%と わ ず か に増 加 して い る。

即 ち統 計上 か らみ れ ば 高 度成 長 時代 の 印刷 業 界 は両 極 分 解 を示 して お り、

しか もこの間 に於 て業 界 は この傾 向 を と らえ て これ を是 正 す る ため 、 中規模

標 準 化 を 志 し て 昭 和46年 に 中小 企 業近代 化 促 進法 第5条 に基 づ く特 定業

種 の指定 を受 け て5年6ヵ 月に わ た る構造 改善 事 業 を行 い 、52年3月31

日を以 て この事 業 を終 了 し たが 、 この間 に昭和48年 の オ イル シ ョッ クに よ

りそ れ までの 高度 成 長 時代 は終 りをつげ 、低 成 長 時代 へ の移 行 とな って今 日

に至 っ て い る。 この 間の規 模別 構 成 の 推移 を工 業 統計 よ りみ る と、昭 和47

年 に対 して昭和50年 に於 て は9入 以 下企業 は119.7%と 増 加 、10～19

人企業は101.7%と 横 ばい 、20～49人 企業は95、7%減 少、50人 以上企業は

90%減 少 とな り、両極分解 より片極分解 とい うか小規模化へ の雪崩現象が起 ってい

る と考 えられる状況 にな っている。従 って この面か らみた場 合 、 中規模標準化の構

造改 善 事 業は、企業経営 の面から中規模企業の発展 にっなが らない原 因が あ った と

考 えられ る。構 造 改善 終 了に と もない全印工連 に於て一連の ア ンケー トに よる実態

調査を行 い 、 か な りこれ等の問 題 点 を読み取れ る資料が 出来たが 、アウ トサイダ

ーの情 報は取 り得ないので業界全体の情報をっかむ事が出来ない
。
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現在 の印刷関連業 界において、直接 印刷に必要 な加工 をしてい る業 界団体

は次の とお りである。

(JI原 不 同)

日本印刷工業会(工 業会、全印工連 、フナーム協 で構成)

印 刷 工 業 会

全 日本印刷工業組合連合会

日本 フ ォ ー ム 印 刷 協 議 会

日本 軽 印 刷 工 業 会

全国グ ラビア協 同組合連合会

全 日本 シール印刷協同組合連合会

全 日本 スク リー ン印刷協同組合連合会

全 日本金 属印刷工業協 同組合連合会

全国 カーボ ン印刷工業会

日本 プ リン トショップ協会

東京 コロタイ プ印刷協 同組合

関東 プラスチ ック印刷協同組合

東京新聞印刷工業会

東京 ノンブル同業会

〈生産工程 に関連 す る団体〉

日本 写真製版 工業組合連合会

全 日本 製本工 業組合連合会

全 日本 ビニール加工紙連合会

全 日本写植 団体協議会

全 国紙器工 業組合連合会

これ らの多 くの組 合 に分れてい る原因は印刷業 を委託加工業 と定義 して、
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しか もその加工工程別の技術分野 ごとに組合 を結成 したことが原因 と考え ら

れ る。大手 各社 は これ らの殆どの 業種 を複 合 して 自社 で加工 出来 る経営方

針 を取っ たために、印刷物 の委託加工業 より転進 して印刷物 の製造販売業 に

なり得た こ とが企業格差の大 きな開 きの原因 と考 えられる。

23業 界 の規 模 別 構 成 の先進 国 との 比 較

西 独 に於 け る規 模 別 事業 所 数 の推 移 は 表4CA)va示 す通 りで,前 記の昭 和47

年(1972)と 昭和50年(1975)の 日本 業 界 の推 移 と対 比 す れ ば 、

9人 以 下 企 業114.2%と 増 加 、10～49大 企 業97.1%と 減 少、50人

以 上 企 業84.9%と 減 少 し、 日本 と同様 の 推移 を してい る。 また 、規模 別 構

成 に つ い ては 表4(B)に み られ る如 く、 西 独 に於 て のみ10～49入 の中 企業 が

34%と 多 く、9人 以 下 の小 企業 が53.4%と 日米 に対 し低 い数 字 となっ て

い るが 、 図1に み られ る如 く日米 間 に於 て は殆 ど格 差 が な く同 様 な 業 界規

模構 成 とな って い る こ とが わか る。以 上 の 事実 よ り印刷 業 は世 界 の先進 国 に

於 ては 企 業 の 自主 運 営 にまか せ る と9人 以 下 の小 企 業 が圧倒 的 に 多 く、20

～50人 位 の中企 業 を適正 規 模 に す るため には西 独 に於 け るマ イス タ ーの 如

き制 度 が 必要 で あ る こ とがわ か る。

表4囚 規 模 別 事業 所 数推 移(西 独)

昭和/年 ～9人 10～49 50～99 100～199 200～499 500～ 合 計

50 3,662 2,331 468 219 125 47 6,852

47 3,306 2,401 544 262 154 51 6,618

50/47 114.2 97.1 86.0 83.6 81.2 92.2 103.5

表4(B)規 模別構成比推移(西 独)

昭和/年 ～9人 10～49 50～99 100～199 200～499 500～ 合 計

50 53.4% 34% 6.8% 3.2% 1.8% 0.7% 100%

47 48.4% 36.3% 8.2% 3.9% 2.3% 0.8% 100%
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24印 刷技術面からみた 先進 国との比較'

(1)印 刷物の品質

印刷物 の品質に於 ては先進 国欧米 に比 して同等 の品質 を保 ってお り、特

に材料 の欠点 をカバ ーして良品質 を作 り出す技術 に於 ては世界一 と考 え ら

れる。

(2)新 技術 の開発

発展途 上過程 に於 ける日本 の印刷技術は全て先進国 よ りの技術 の導入 に

よって行われ、技術水準に於 ては現在先進 国並みの水準 に達 しているが、

新技術 の開発については、 日本 の業 界の大手である大 日本印刷、凸版印刷

に於 て最 近 にな っ て活 発 にな り、 新 印刷 技術 及 び新 開 発機 器 分 野 ま

で み るべ き もの が あ り、 特 に凸版 印刷 のTHグ ラ ビア につ い ては 欧

米先進国に技術輸 出をする段階 に至ってい る。 これは2大 印刷企業の特例

であって中小 印刷企業の技術開発は殆ん ど行 われていないと言 える。新技

術の開発は新設備機器開発 を含 めて今後の中小 印刷業 の大 きな課題 で あろ

う。

2・5生 産 性,労 務 費 につい て の比 較

生 産性 に於 ては規 模別 に類 似 し た米 国 との比 較 に於 て図2に 示 す如 く、

規 模 の相 違に よ り米 国 では1人 当 り付 加価 値 が ほぼ 同一 水 準 で あ るの に反

し、 日本では規模の大 き くな る に従 っ て等差 級数 的 に累進 す る形 を とって お

り、 また図3に 示す如 く従 業 員1人 当 り人 件 費 を対 比 す る と、米 国 に於 ては

ほぼ水準 的 と考えられ るのに反 し、 日本 に於 て は等 差 級数 的 に企 業規 模 に比 例

す る形 にな ってお り、 日本 の 中小 印 刷業 の経 営 の あ り方 に大 きな問題 が ある

ことを示 している。 この結 果 が 規 模 別構 成 の類似 した 日米 間 に於 て図4に 示

す如 く、高度成長時代 に米 国 に於 ては規 模 別 構 成比 が 安 定 して い る の に反 し、
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日本 に於 ては19人 以 下の 小企 業 が累増 し、20人 以上 の 中企 業 が減 少す る

傾 向 を生み 出 した と考 え られ る。 中小 印刷 業 の経 営 の在 り方 、特 に生 産 性 と

労 務 につ いて の 対 策は 急 を要 す る問 題点 と考 え られ る。

2・6過 当競争 と需要対応

日本 の印刷業界は特 に中小企業 に於ては初代 経 営 者 は 殆 ど印刷 、製本、

製版、いずれ も技術者が独立 して始めたケースが多 く、従って企業経 営の数値管理

は不得 意の資質 を現在 もなお示 してい る。従 って正 しい原 価 管 理 も殆 ど行

われず、受注価 格について も得意先の意向の ままに値下げが行 われ、低成長

に移行 して需要 が減 少した分 を過当競争 に よって値下げ を行 い、その結果赤

字経 営に追 込 まれつつ あるのが現在の中小規模 の印刷業 の実 態 といえる。米

国 に於 ては正 しい原価 管理 と管理会計 による経営 により、正当 な印刷価格 を

前提 とした上 で生産性の向上に よる価格の競争 をしてお り、 この点 に関 して

は 日本 の中小企業 の経営 技術は途上 国並み と考 え られ、現在 の印刷業 界の特

に中小企業に取 っての重要 な問題点 であると考え られ る。

2.7公 害 対 策

公 害 対策 に於 ては 印刷 業 界 のみ な らず 日本 の全 製造 業 につ いて も欧 米 先進

国 よ り比 較 し てそ の と りくみ が根 本 的 に 遅れ て い る とい え るが 、特 に 印刷業

に於 ては90%を 占め る19入 以 下 の小 企業 で殆 ん ど十 分 な公 害 対策 が行 わ

れ て い な い。特 に軟 包装 印刷 が欧米 では フレキ ソ印刷 で行 わ れ てい るの に対

し、 日本 では 品 質面 か ら需 要 層 に フレ キ ソ印刷 が受入 れ られ ず 、 ア ミグ ラ ビ

アに よる印刷 が これ に代 っ て、 しか も殆 ん どの供給 が小 企 業 に よっ て行 わ れ

て い るた め 、 資金 、 コス ト、価 格 、 全 て の面 か ら公 害 対 策 が行 われ 難 い状況

に なっ て お り、業 界 の 自助 努 力 のみ では解 決 は極 めて 困 難 と考 え られ る。
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2・8教 育

欧米 先 進 国 に於 ては 印刷 業 に対 す る国 立 又 は州 立 の公 費 に よる印刷 大学 が

数 多 く実 在 し、 これ等 の学 校 に お け る教 育 は 実社 会 に直 結 して お り卒 業 者 は

直 ちに実 用 に供 し得 るシ ス テ ム を取 って い るが、 日本 に於 て は 印刷 に於 け る

国立 大 学 は 千葉 大 学 の一 学 科 として存 在 す るだ けで あ り、 これ も現 在 印刷 科

の名称 を改 めて 画像 工 学科 とな って い る。 また 印刷 専 門学 校 にお い て も印刷

の基礎 学習 は 教 え られ るが 、実 社 会 の実 用 技術 を身 につ け るた め には業 界 に

入 っ てか ら再 訓 練 しな け れ ば な らな い現 状 で あ る。 これは 印刷業 に対 す る官

界 、学 界、業 界 の連 携 が先 進 国 に比 して 大幅 に遅 れ て い る といえ よ う。

また 、業 界 自身 の教 育 に対 す る考 え方 は 、一 部 の賢 明 な る先 覚 者 に よっ て

業 界 自身 に よる教育 訓 練機 関 の必要 が提 起 され 、 昭和43年 に始 め て 公的機

関 として 、社 団 法人 日本 印 刷技 術 協 会 が 発足 して今 日に至 っ て い るが 、業 界

全 般 と しては まだ まだ教 育 の必要 性 認識 が 足 りな い のが 現 状 で あ る。

以 上 印 刷 業 の 現 状 と特 徴 につ い て世 界先 進 国 との比 較 に よ り記述 した が 、

印刷 業 界は 前述 の通 り多種 類 の工 程 に分 れ てお り、主 として工 程 別 に グル ー

プ化 が行 わ れ てい るた め、 印刷 業 界全 般 を通 じて の必 要 情報 の把 握 が大 変 に

困難 な作 業 の一 つ と指摘 す る こ とが で き る。現 在 自業 界 の動 向 を調 査 す るた

め に印刷 業 界 に加 工手 段 を提 供 して い る紙 、 イ ンキ、感 光 材 料 、印刷 機械 等

の各業 界 の発 表 デ ー タを 参 考 に し て 自業 界 の 動 向 を推論 す る こ とが 常習 に

なるほ どで あ り、業 界 の情 報 の整理 は最 も必要 な事 項 で あ る とい え よ う。

一12一

●



¶

8。

m

60

50

釦

30

20

-o
悟

一 日本

一ー一 米 国

80

70

60

50

40

30

20

10

㈹

～1020501005001000

9～ ～ ～ ～ ～ 人

人194999499999～

図1日 ・米 規 模別 事 某 所数 構成 比

120

100

80

60

吟(

/
、
∨

国

、

米

/

ノ

ー

、
v

120

100

80

60

(㊤

～1020501005001000

9～ ～ ～ ～1人

人194999499999～

図2U・ 米 規 模 別1人 当 り付 加価{直

～
9

人

図3

v'米 国

100

80

60

1020501005001000

～ ～ ～ ～ ～ 人

194999499999

日'米 規 模 別1人 当 り人 件 費

40

(殉

～

匂

20

1010
38394041424344454647

(年 度)

図4㈹ 規模 》ll事業所 構 成比 推 移(米 国)

20 20

1010

38394041424344454647

(年 度)

図4旧 規 陸 別1質 業西 教1情 成 比推 移 い 休)

一13一



3.情 報 ニ ー ズ 調 査 の 内 容

3.1印 刷業 の 政策課 題

(1)印 刷 産業 の イ ンパ ルス表

印刷 産 業 の現 状 と特 徴 は す で に述 べ た とお りで あ るが 、政策 課題 を摘 出

す る にあ た り、受 注 → 生産 → 納 品 に至 る相互 関連 図 を作成 しなが ら検 討 し

た。 この イ ンパ ル ス表 を 中心 に数 多 い中小 印刷業 の環 境 変化 を分 析 し、業

界 の長 期 的 課題 お よび短 期 的課 題 と に区 分 して政 策 課題 を整 理 した。(イ

ンパ ルス表 は 次 の とお り)

(2)印 刷業 界 の環境 推 移 と現 状

前述 の とお り印刷 業 は 「生 活 産 業」 で あ る。 国民 生活 と深 くか か わ っ て

お り、全 産 業 界 か らの需 要 に対 応 し情 報産 業 の一翼 を担 う一 方 、 文 字 どお

り"生 活 を彩 る"産 業 と してそ の機 能 を発 揮 して い る。

印刷 業は 経済 成長 の推 移 と深 く密着 して伸 展 して きた。 国 民総 生 産 と印

刷 業 の 出荷 額 対 比 か ら も、 この ことは 明 らか で あ る。 日本 経 済 の 進展 、国

民 生 活 の進展 につ れ て 、 印刷 業 も伸 びて きた とい え る。 高 度成 長経 済 の波

に乗 り印刷需 要 も拡 大 、量 的 に も質 的 に もそ の 範 囲 を拡 げ て きた の で あ る。

そ の ため 、 高度 成 長 期 にお け る印刷 業 界 の政 策 は 、設 備 の更新 の増 強 な

ど供 給 力増 大 を主 眼 とす る拡大 政 策 が大勢 を占 め てい た。 産 業 界全 体 の伸

び 、 国 民 生 活 の 高 度 化 は 絶 対 的 な 情 報 量 の 拡 大 を もた ら し 、 情 報

量 の増 加 は相 対 的 に印 刷需 要 を拡 大 させ た。 そ の伸 びはGNPの 伸 び率 を

上 廻 わ り、 「印刷 需 要 は 無尽 蔵 」 とい っ た一 種 の神 話 まで 業 界 に植 え 付 け

た 。市 況 も量 的 拡 大 に支 え られ た もの として推 移 した。 業 界 にお け る料 金

問 題 は10年1日 の如 く課 題 と しては あけ られ な が ら、そ れ で も量 的 に拡

大 す る需 要 に 支 え られ 推 移 して きた。
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しか し、 昭和48年 を境 に、 日本 経済 も大 き く様 変 わ りした 。高 度成

長 も一 息 つ き、経 済 は減 速 、 い まや"安 定成 長"と い われ る緩 や か な上

昇期 に入 っ た。

印刷業 界 も、 この経 済 変動 と と もに、 これ まで の 高度 成 長路 線 に ピ リ

オ ドを打 つ こ とにな る。48年11月 を ピー クに 、 印刷 需 要 は そ の拡大

の速 度 をゆ るめ、経 営理 念 も企 業体 質 も転換 を求 め られ る まで に至 って

い る。

昭 和49年 の実 質 マ イナ ス成 長 が 印刷 業 界 に与 え た影 響 は 、予 想以 上

に大 きい もの で あっ た 。 印刷 イ ンキの 出荷量 な どか ら推 測 す る限 りでは 、

全体 でマ イナ ス23%に もな り、翌50年 も48年 比 マ イ ナス29%と

なっ た。 安定 成 長期 に入 り需要 も着実 に回復 しつ つ あ るが 、そ れ で も

52年 時点 では まだ マ ク ロでは ピー クの48年 に対 して"水 面 下"で あ

っ た。

53年 に入 り、 印 刷業 界の情 況 も ようや く明 る さ を取 り戻 した。 しか

し なが らそ の明 る さは 前途 に光 明 を見 い 出 した とい う、 極 め て他 動 的 な

もの で、 自律 的 な回 復 とは言 い難 い。

しか し、 冒頭 で述 べ た よ うに 、 印刷業 が 受 注産 業 で あ り、 全産 業界 、

そ して国民 生 活 の動 き と深 くか か わっ てい る こ とを考 え る と、他 律 的 な

動 きの 中で独 自の景 況 を形 成 して い る こ と も事実 で あ り、全般 的 には緩

や か なが ら上 昇 気 流 に入 っ た と見 て さ しつ か え ない だ ろ う。

む しろ問題 は 、 緩 や か なが ら も上 昇 して い る とい うマ ク ロ的動 向 の中

で 、個 々の企 業 が全 体 の動 きの 良化 に甘 え 活 力 を失 い は し まいか とい う

点 に あ る。即 ち、安 定軌 道 の中 で如何 に"活 力"を 個 々 の企 業 が 身 につ

け て行 くか 一 当面 、業 界 の政 策 課題 は こ の点 に収 束 させ て考 え る こ と
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が で きる といえ よ う。

(3)中 小一 般 印刷 業 界 の現 状 と課 題

日本 国 内 には2万7千 社 の 印刷業 者 がい る とい われ るが 、 この うち従 業

員数500人 以 上 の企 業 は ご く僅 か で あ り、そ の殆 ど が 中 小 企 業 とみ て

よい。 そ のた め 、 中小 印刷 業 界 の抱 え る問題 点 を探 る こ とに よ り、 国内 印

刷 業 界 の当 面 す る課題 を大 づ かみ なが ら捉 え る こ とが で き よ う。

本報 告 書 では 、2万7千 社 の うち1万2千 社 の 中小 印 刷 業 者 を擁 す る全

国組 織 、全 日本 印刷 工 業組 合 連 合会 の場 合 を例 に と り、 同連 合会 さん下 業

者の 抱 え る課 題 をみ る こ とに よ り業 界 の課題 を{郁 敵してみ る こ とにす る。

中小 印刷 業 界 にお いて は 、昭 和46年 度 か ら51年 度 にわ た り構造 改善

事 業 を実 施 したが 、計 画 作 成 主体 であ る全 日本 印刷 工 業組 合 連 合 会(略 称

全 印工 連 、傘 下 企 業11,876社)で は、 昭和39年(第1次 近代 化 指 定)

44年(構 造 改 善 着 手 前)、 お よび50年10月 の3回 にわ た り、全 国悉

皆調査 を実 施 し た。 報 告 書 は50年 の総合実態調査結果 を中心 に、構造

改善 事 業 終 了後 の 業 界 の実 態 を捉 え、 今後 の課題 を明 らか に しよ う とした

もので ある。 そ の 結果

① 印刷 業 界で は需 要 の多様 化 と簡 易設備 の 開発 等 に よ り、小規 模 企業 が

著 し く増加 した。

② 製 版工 程 につ い ては コー ル ドタ イ プが導入 され 、 印刷工 程 では オ フ セ

ッ ト方 式 が普 及 し、生 産方 式 の主流 を 占め て い る。

③ 第3次 琵 業 の発 展 と共 に、 商業 ・サ ー ビス業 か らの受注 が増 大 す る一

方 、電算 機 の普 及 や、 コ ピー な どの開発 に よ り、事 務 用 印刷 物 の今後 に

課 題 を生 じて い る。

④ 人 工 に比 例 す る型 で 、都 市型 産 業 と して の体 質 を明確 に して い る。

⑤ 売 上 高 、加 工 高 、付 加 価 値額 な ど、 規模 別 較 差 が 判然 と して お り、安
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定経 済 にお け る今後 の 小企 業 の体 質 強 化 が 求 め られ て い る。

⑥ 賃 金 、 労 働条 件 な ど他 産 業 に比 較 して低 水 準 に あ り、人材 確保 の面 か

らも改 善 策 が必 要 で あ る。

な どの 諸 点 が 明 らか に な っ た 。 い ず れ も短 期 間の うち に表 面 化 した も

ので は な く、 これ までの 業 界の歩 み の 中 で予見 され て きて いた もの も多 々

あ るが 、反面 、 や は りこ こ数 年 の うちに急 激 に表 面化 して きた点 もあ る。

以 下 、 昭和50年 の総 合 実 態調 査 を基 に項 目別 に探 ってみ よ う。

(3)-a生 産 設 備 の動 向

① 印刷 設 備 の 自動 化

構 造 改 善計 画 にお け る適 正生 産 方 式 の中心 とな る印刷機 の 自動 化 に

つ い ては 、平 版 化 志 向 と と もに 多 くの設備 投 資 が促 進 され た。 構造 改

善 着 手 前 に比 べ凸版 印刷 機 は22%も 減 少 したが 、 自動 化率 の上 昇 分

納20%は 、 自動機 の増 加 分2,200台 よ りも手 差 機 な ど8,700台

の 減少 が大 き く寄 寄与 した もの とい え よ う。 しか しなが ら、なお、10,000

台 に及 ぶ 非 自動機 を有 す るこ とか ら、遊 休率 と併 せ 合理 化 が完 了 した

と↓まいえ ないo

業 界 の 大勢 は 、凸 版 手 差機 を廃 棄 して平 版 自動機 へ と転 換 し、平版

印刷 機 は 合計 で29%の 台数 増 加 で、 半 自動、 手差 機 は半減 し、 自動

機 は5,277台74%の 増 加 と なっ て、 自動化 率 は85.5%に 達 した。

なお構 造 改善 参加 企 業 の 自動化 率 は 、昭 和51年 度末 にお い て 、凸 版

機63.8%、 平版 機9L8%と なっ て い る。

② 付属 設備 の 自動化

昭和50年 の実 態調 査 では 、60種 に及 ぶ付属 設備 に つい て 、省 力

化、 シ ステ ム化 を期 した計 画 の推 進 状 況 を も調査 して い るが 、伸 び率

の比 較 的 高 い設備 として 、先 ず 活 版 文 字 組版 にお い ては、 活 字 の手
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拾 い手 組 み工 程 を機 械 化 す るた め 、電算 植 字機 、 全 自動 モ ノ タイ プな

どと と もに清打 タ イ プが急 速 に 普及 し コー ル ド化 が す すん で い る。特

に44年 の調 査項 目に は なか っ た電算 植 字機 が59台 も導 入 され てお

り、 人 口20～50万 の地 方 都 市 にお い て も15台 設置 され 、新 聞業

界 と同 様 に 中小 印刷 業 界 におい て も全 国 的 に文 字組 版 の機 械 化 が 進 ん

でい る といえ る。

写 真 製版 関係 につ い て も、 コー ル ド化 、 オ フ セ ッ ト化 と平 行 して設

置 され た が 、特 に カ ラース キ ャナ や ダイ レ ク トカ メ ラな どの色 分 解装

置 の 伸 び が 著 し く、 宣伝 印刷物 を手 掛 け る大 都 市 では カ ラー スキ ャ

ナ、地 方 都 市 では ダ イレ ク トカ メ ラが多 い 。 また、 色分 解装 置 に付 随

して一 定 した 色 分解 フ ィル ムを作 るた め に、 自動 現像 機 の伸 び も著 し

いo

製本 工 程 では 、三 方断 裁機 と無 線織 機 が増 加 してお り、三 方 断裁 機

は 多様 化 した 印刷 物 に対 応 して便 利 に使用 で きる こ とと、従 来 の糸綴

機 が減 少 して能 率 的 な無線 綴機 へ切 換 え られ た ので あ る。 さ ら に、

16頁 以 上 の紙 折 機 も増 加 した。

③ 職 種 別人 員 の変 化

この よ うな生 産設 備 の変 動 は、 必然 的 に従 業 員 の職 種 別 分 布 に変 化

を もた らし、 活字 組 版 や製 本工 程 な ど、 な お労働 集 約 型部 門 を抱 え な

が ら も、業 界全 体 か らみ た1企 業 あた りの人 員 構成 は 自動 化 に よる印

刷 工 程 が20%の 減 少 、文 選 ・植 字 な ど の活 字 組版 が26%の 減 少 を

示 し、写 真製 版80%の 増 、 コー ル ドタ イプ60%の 増 、刷 版75%

の増 となっ て お り、 ウエ ー トは低 い なが ら も、企 画 デザ イ ン部 門 は2

倍 に達 す る変化 をみ せ て い る。
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(3)-b売 上 高 の分析

① 得 意 先 別 売上 高 の推 移

印刷 業 界 の 売上 高 を受 注先 の業種 別 にみ る と、 宣 伝 用 印刷 物 や伝 票

な どを 多 く使 用 す る 「商業 ・サ ー ビス業」 の ウエ ー トが極 め て高 く、

6年 間 の伸 び率 も著 しい もの が あ る。 以下6位 ま では 、 ほ ぼ順位 に変

動 は な いが 、 「化 学 ・薬 品 」 が44年 の5位 か ら9位 と変化 した。

印刷 業 が3位 を 占 めて い るのは 、専 業化 と と もに相 当 の下 請 受注 も

あ り、 同 業者 間交 流 が業 界 に定 着 して い る もの と いえ る。44年 に対

す る伸 び率 では 、 「商 業 ・サー ビス業 」 の2.9倍 を筆頭 に 「出版 ・報

道 ・宣 伝 」 、 「そ の他 」 で あ り、情 報化 社 会 の 到来 を立 証 して い る。

ま た、3位 以 下 の構 成 比 が やや減 少 した のは 、 商 業 ・サ ー ビス業 の

著 しい成 長 の影 響 を受 けた た めで あ ろ う。

② 版 式 別売上 高 の推 移

オ フセット化 がすすむ 印刷業 界 にっいては、総合実 態 調 査 で は オ フセ ッ

ト方 式 に よる売上 高 が約60%を 占め 、凸版 方 式は35%に まで縮 小

して い る。

③ 製 品 別 売上 高 の分 析

印刷 物 を製 品別 にみ る と、総 額 では 「事務 用 印刷 物 」 が 最 も多 く、

次 い で 「宣 伝 用 印刷 物 」 となっ て いる。 「出版 印刷 物 」 につ いて は全

体 の約17%で あ る こ とが判 った 。

これ を さ らに版 式 別 にみ る と、 出版 印刷 物 に つ い ては 凸版 方式 が や

や多 いが 、平 版 方式 もか な り高 ま りつつ ある。 事 務 用 印刷 物 では依 然

と して 凸版 方 式 が 多 いが 、 伝票類 の主流 で あ る ビジ ネ ス フ ナー ムや、

カー ボ ン伝票 も含 まれ てお り、活 版 印刷 と して は 、 便 箋 ・封 筒 ・カー

ド類 ・名 刺 ・社 内報 ・案 内状 な どで あろ う。
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次 に、 宣 伝 用 印刷物 は圧倒 的 に平 版 方 式 で ある。 ポ ス ター ・ち ら し

・カ タ ロ グ ・ダイ レ ク トメール ・宣 伝 用 カレ ン ダ ー な どの 多色 物 や、

公 報 ・PR誌 ・会社 案 内 ・機 関紙 な どの文 字 物 も平版 方 式 の ウエ ー ト

が高 ま って い る。

包 装 印 刷物 は華 麗 な贈 答 ・販売 用 の包 装紙 や紙 袋 ・紙 器 な ど平 版 方

式 が 多 く、そ の他 の 方式 では 、 チ ュ ー ブ ・軟包 装 類 が挙 げ られ る。

以 上 を要 約 す れ ば 、 凸版 方 式は事 務 用 印刷物 と出版 印刷 物 、平 版 方

式 は宣 伝 用 印刷 物 を中 心 に各分 野 で も多 く使 用 され て い る こ とに な る。

④ 規 模 別売 上 高 の分 析

印 刷 業 界 の 売上 高 を規模 別 に分析 す る と、 さ らに問題 点 が鮮 明 とな

っ て くる。

まず 、規 模 別 の売上 高 構 成比 では 、100.～299人 規 模 が 約22

%、50～99入 規模 が20%を 占め 、工 業 統計 と同様 に中堅 企業 の

受 注 能 力 の高 い こ とを示 してい る。 そ れ に対 し、調 査 集 計上54%を

占 め る9入 以 下 の小 企 業 にお い て は15%に 満 た ない売 上 高 を有 す る

に過 ぎない 。300入 以 上規 模 の企 業 は 集計 上0.16%(13社)で

あ り、3.3%と な っ て い る。

次 に1人 当 り売上 高 では規 模 に比例 して い るが 、最 も多 い規 模 は

100～299入 で あっ た。 また、4人 以 下 の零 細 企 業 は100人

以 上 の半 分 に満 たず 、 生 産 性 の低 さ に大 きな 問題 を 抱 え て い る。

さ らに製 品 別 構 成 比 をみ る と、 出版 印 刷物 は30入 以 上 に よっ て

75%を 供 給 してお り、9人 以 下 の分 野 では な い こ とが 明確 で あ る。

事務 用 印刷 物 につ い ては 、5人 以上 の企 業 にお い てほ ぼ全 般 的 に受注
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して い るが 、特 に5～9人 、10～19入 の2階 層 で 約2分 の1を 占

め て お り、 出版 印 刷 分野 と全 く反 対 の傾 向 がみ られ る。需 要 が 日用 品

的 印刷 物 に類 す る もの が 多 く、従 っ て全 国的 に分散 され 、平 均 ロッ ト

も小 さ く小 回 りの き く供 給 を求 め られ てお り、小 企 業 に適 した分 野 で

あ る といえ よ う。 宣伝 印刷 物 は30～299人 規 模 に集 中 し65%を

占め て い るが、 出版 印 刷物 と違 い29人 以 下 に もあ る程 度 の シ ェ アが

あ り、 ち ら し ・折 込 広告 な ど商 店用 宣 伝物 な どの需 要 が広 く分 散 して

い る こ とを示 して い る。包 装 印 刷物 は30人 以 上規 模 で70%を 超 え

るが 、小 企業 に も若 干 の受 注 が あ る。 しか し宣伝 印刷 物 に比 べ てか な

り専 門化 の傾 向 に あ る とい え る。 そ の他 印刷物 は布 地 ・建材 な ど多 方

面 にわ たっ て い る の で、零 細 企業 を除 き各 階 層 が手 掛 けて い る。 さ ら

に版 式別 にみ る と4人 以 下は3分 の2が 凸版 方 式 、5～9入 、10～

19人 で も2分 の1が 凸版 方式 で 占 め 、事務用 印刷 物 にお け る凸版 、

活 字 の簡 便 さが利 用 され て い る。30入 以 上 の企 業 にお いて は平 版 方

式 が主 体 で あ り、宣 伝 用 印刷 物 の93%は 平版 印刷 で あ り、 カ ラー写

真 や イ ラス トな どグ ラフィ ック的 な ものが 多 く平 版 印刷 に適 した分 野

で あ る。 包装 印刷 物 につ い て も平版 化 の比 率 は 高 い。

この よ うな実 態 か ら、 オ フセ ッ トが主 流 を 占め 、 さ らに ウエ ー トを

高 めつ つ あ る現状 にお いて 、 中規 模 企業 の設備 投 資 が す すみ 、小 規 模

企業 が伝 統 と もい え る凸版 方式 に よ る生 産 態勢 を維持 して い る こ とが

判 然 と した が、業 界 環 境 か らみ て小 型機 に よ る軽 印刷 の普 及 や、 コ ピ

ー等 の代 替 品 、 さ らには ファ クシ ミ リの開 発 な ど、事 務 用 印刷物 の 分

野 にお け る活字 印刷 の シェ アは さ らに縮小 され る こ とが 懸念 され て お

り、地域 需 要 や 値入 需 要 を担 う小 企 業 に とっ て前 途 の課 題は 山積 して

い る もの といえ よ う。
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⑤ 売 上 高 構 成 比

売上 高 の構 成 は外 注 費 が20.4%、 原 材 料 費 が26、4%を 占め 、全

国 平均 加 工 高 比率 は49.6%即 ち売上 高 の2分 の1と なっ て い る。 こ

の加工 高 比率 の高 低何 れ が印刷 業 に とっ て ベ ター なの かは議 論 の 多 い

と ころで あ るが 、需 要 と生 産設 備 の バ ラン ス、 あるい は分業 化 され つ

つ あ る業 界構 造 な どか ら有利 な供 給 手 段 を各 企業 が 選択 すべ きで あ る。

なお 、 大 企 業 の加 工 高 比率 は30%台 で あ る。材料 費 の なか では 用

紙 の ウエ ー トが 高 く、 調達 方 法 な ど も中小 企 業 と して検 討 す べ き段 階

を迎 え て い よ う。

(3)-c加 工 高 の分 析

①1人 当 り加 工高 の推 移

売上 高 と同様 に、加 工 高 で も100～299入 規 模 が最 も多 く、

44年 調 査 と比 較 して も3倍 の伸 び を示 して い る。4入 以 下 の小 零

細群 も、 平 均 に近 い伸 び を示 した が、1人 当 りの加 工 高 は まだ まだ

低 』。

② 製 品別 の加工 高

1人 当 り製 品別 の加工 高 をみ る と、総 体 的 に宣 伝 お よび包装 印刷

物 が高 い。 小 企 業 の分 野 といわ れ る事 務 用 印 刷物 につ い て も20人

以上 の規 模 群 が高 く、 下位 階 層 の 企業 に お い て特 に低 位置 に なっ た

こ とは 、電 算 機 の普 及 に よ る事 務 用 帳票 類 が フナ ー ム印刷 に切換 え

られ て順 次大 手 企 業群 に移行 され 、小 企 業 が これ に対 し対抗 す るす

べが なか っ た もの とみ られ る。

一 方、 包 装 印刷物 は 売 上 高 で4.2%、 加エ 高 では9.4%に 過 ぎず、

中小 企 業 で は比 較 的軽 微 なマ ー ケ ッ トで あ るが 、各 階層 にお い て高

水 準 の加 工 高 を挙 げ て お り、今 後 も取 組 み 方 に よって は魅 力 の あ る
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市場 と して 開拓 の 余 地 あ る分野 で あろ う。

③ 地 域 別 の加 工 高

300万 人以 上 の都 市 、す なわ ち東 京23区 に23%の 業 者 が お り、

20万 入 以 下 の都 市 に25.4%の 企 業 が集 中 して い る。 入 員数(印 刷

人 口)と 加 工 高(印 刷 需要)は 都 市 の規 模 順 に比 例 して お り、 印刷業

が都 市型 産 業 とい われ る所 以 で あ る。

しか しなが ら1人 当 り加 工 高 をみ る と、 これ も都 市 の規 模 順 に示 さ

れ る如 く大 都 市 ほ ど加 工 高 が高 い 、 さ らに地 域 別 に も企業 規 模 の較 差

を明確 に示 してお り、 また 、 同 じ規 模 群 で も都 市 の規 模 に よっ て大 き

な較 差 を生 じて い る。

この よ うに、 印刷 業 界は大 都 市 にお け る大 規 模企 業 の生産 性 が如 何

に高 い か を示 して い る。大手 企 業 は 資本 も豊 富 で、 設備 、機 械 、技 術 、

得 意先 な ど優 れ た経 営 力 を有 して い る。 人 員 増 加 に よっ て組織 が生 ま

れ 、 作業 が合理 的 、能 率 的 に運 ばれ 組織 力 が発 揮 され る。 一 方 、小 企

業は1人1人 の働 きが 同 じで も組 織 力 が な く作 業 手 順 、 作業 ロス 、稼

動率 の低 下 が生 産性 を低 く抑 え る結 果 と な る。 低 成 長 経済 下 にお け る

企業 経 営 の あ り方 を、改 め て検討 しな けれ ば な らないで あろ う。

(3)-d付 加 価 値 と人 件費

①1人 当 りの付加 価 値額

昭和50年 にお け る1人 当 りの付加 価 値 額 は 平 均2,704千 円 で あ

った 。 これ を規 模 別 にみ る と売上 高 、加 工 高 と同 様100～299入

規 模 が最 も高 く、29入 以 下 は平 均 を下 回 っ た。 特 に9入 以 下 は200

万 円 に至 ら ない。

②1人 当 りの人 件 費

付 加 価 値 の較 差 と同様 に人 件 費 につ いて も規 模 別較 差 が歴 然 と して
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い る。 単 に企 業 規 模 の大 小 で人 件 費 に相 当 の開 きが あ る こ とは 、 小企

業 の 家族 従 業 者 を含 む実 態 を示 してお り、人 材 確保 の面 か らも努 力 さ

れ る べ き課 題 で あ る。 さ らに地域 的 にみ る と、最 も賃 金 の高 い東 京

(1人 当 り2,258千 円)を100と した場 合 、 鹿 児 島県50.2、 大

分 県53.1、 福 井 県53.6な ど、50%台 の県 は 、青 森 、秋 田、福 島 、

島根 、 高 知 、 宮 崎 、沖 縄 と10県 を数 え る。 物価 水 準 の差 も あろ うが

余 りに も著 しい 結果 をみ た。

③ 労働 分 配 率

こ の よ うに人 件 費 較差 が あ る とは い え、人 件 費 や企 業維 持 費 の財 源

で あ る付 加 価 値 上 昇 の 努 力 が必 要 と な るが、労 働 分 配 率 は 小 規 模 ほ ど

高 い 。4人 以 下 が 低 い のは 家族 従業 員 を擁 す るか らで あろ う。

(3)-e労 働 日数 と労 働 時 間

① 労 働 日 数

印 刷 業 界 に おけ る昭和50年 の年 間平 均 労働 日数 は291日 で あ っ

た 。年 間 の休 日74日 をみ る と、 日曜 は殆 ど休 むが 、祝 日9.9日 、夏

休み2.3日 、年 末 年 始4.6日 、週 休2日 制3.7日 、 そ の他1.7日 とな

っ て お り、 規 模 別 で は 小 企 業 ほ ど労 働 日数 が 多 い 。 週 休2日 制

の 現 状 を み る と、300人 以 上17日 、100～299人13.7

日、50～99人9.3日 と続 き、4入 以 下 は1.4日 となっ て お り、20

万 入 以 下 の都 市 、 島 し ょや 、小 規 模企 業 にお いて は 、 まだ週 休2日 制

や国 民 の祝 日を完 全 に休 日に で きない 事情 が あ る ので あろ う。 なお昭

和50年 労 働 省毎 月 勤労 統 計 に よ る と、 年 間労働 日数 では最 も少 ない

業 種 は電 気 機 器240.0日 、次 いで輸 送 用機 器242.4日 で あ り、調

査 産業 合 計260、4日(30入 以 上 規 模)と 比 較 して もそ の差 は 著 し

'

●
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② 労 働 時 間

次 に労働 時 間 をみ る と、年 間平 均2,452時 間 で あ り、4人 以 下 が

最 も多い。 しか し規 模 別 よ りむ しろ地域 別 に東 京 が とび抜 け て 多 く、

50～99万 人 都 『市 と年 間18日 分 の 開 きが ある。 この原 因 は超 過 勤

務 時 間が 多 く300人 以 上規 模 は 特 に超 勤 時 間が 業 界平 均 を約100

時 間上 回 っ てい る。 労 務 日数 と同 様 に他 産 業 との較差 も大 き く開 い て

お り、労働 省 調査 全 産 業平 均2,064時 間(50年30入 以 上)と 比

較 す る と極 め て多 い数 字 と なっ て しま う。激 しい競争 、低 料金 に よ る

不 安 定 な ど環 境 は厳 しいが 、何 と して も働 き過 ぎ とい え る。 ただ し、

こ の実 労働 時 間 と加 工 高 をみ る と、規 模別 較差 、経営 力 の強 弱 が 一 段

と課題 に なっ て こ よ う。

(3)-f原 価 と料 金 市況 の推 移

印 刷原 価 につ いて は 、全 印工 連 が毎 年 各種 統計 資料 を基 に算 出 し、 大

蔵 省 予 算総 括 課へ 提 出 して い るが 、 昭和45年 を100と した上 昇 推 移

は53年6月 には330.7と なっ て い る。 原価 構 成 に おい て 、最 も上 昇

度 が 著 しい.のは外 注加 工 費 で414.7、 次い で人 件 費363.5で ある。

外 注 費 では写 凸 、刷版 、製 本 な どが 高 い。

これ らの コス ト上 昇 を経 営 努 力 に よ り吸収 しつつ も、 な お価 格 へ の転

嫁 をは か ら ざる を得 ず 、 印刷物 価 格 の指数 と対 比 す る と、 大 筋 にお い て

は料 金 市況 と同傾 向 に あ る。

印刷 業界 にお いて は 、1人 当 りの加 工高 生産 性 の上 昇 を期 して、料 金

ア ッ プへ の努 力 、受 注量 の拡 大 、人 員 合理 化 、生 産 効率 の 向上 、 新規 設

備 投 資 を含 む付加 価 値率 の 向上 、原 材料 調 達 の合 理 化 な どを 中心 に、

① 料 金重 視型
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② 人 員 減 見 込型

③ 受 注 量 見 込型

④ 受 注量 増 中心 の複合 型

を示 し、毎 年 、規 模別 、経 営体 質 別 、製 品 別、 地 域別 に細 分 化 した1人

当 り加 工 高 目標値 を明示 して 、各 企業 の努 力 目標 と して い るが 、総 体 的

には 、 毎年 目標値 に到 達 して い るのが現 状 で あ る。

(3)-g経 営 動 向 の推 移

中小 印刷 業 が構 造 改善 事 業 に着 手 して以 来 、経 営 の実 態 を掌握 す べ く、

全 国600社 の モ ニ ター企 業 を抽 出 して 、毎 年経 営 動 向調 査 を実 施 して

い る。 調査 対 象 企 業 は約60人 規 模 と業 界 にお け る中堅企 業群 で あ るが

52年 にお い て は48年 対 比 で売 上高2.04倍 、加 工高2.05倍 、付 加

価値 額2.11倍 と な り、 人件 費 は2.27倍 と上 昇 して い る。 この結 果 、

労 働 分配 率 は64%か ら71%へ と7ボ ィ ン ト高 ま り、逆 に純 利 益 は

50年 を ピー クに減 少傾 向 をみ せ 、売 上 高 対純 利 益率 は 低 下 の一 途 をた

どっ て い る。

中小 印刷 業 は 、51年 度末 を以 て構 造 改 善 事 業 を終 了 し、設備 の近 代

化 を中心 に体 質 の強化 を図 っ て きた。 長 び く不 況下 にお い て倒 産 も殆 ど

な く、極 め て安 定 した業 界 とみ られ なが ら も、需 要動 向 の変 化 、技 術革

新 に よ る他 の情 報 媒体 との競 合 、 人材 養 成 の遅 れ な どなお 山積 す る課 題

を抱 えて お り、 業 界構 造 上 、絶 対 多数 を 占め る小 企業群 の課 題 を含 め て

前 途 は厳 しい ものが ある とい え よ う。

(4)印 刷 産 業 の今後 と長 期 的課 題

(4)-aオ フ化 の流 れ と過小 過 多 性

印刷 業 界 の 動 き を大 づ か み に と らえ る と、先 ず二 つ の こ とが端 的 な動

きと して指 摘 で き る。一 つ は オ フ セ ッ ト化 の流 れ 、 い ま一 つ は企 業 の零
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細(過 小)過 多性 で あ る。

高度 化 した需 要構 造 や 生活文 化 の向上 は 、印刷 物 にお いて も高 品質 化 、

カ ラー化 を促進 させ る傾 向 を強 め 、昭和49年 には 対 前 年 △24%激

減 を示 した平版 イ ンキ も、52年 には48年 の ピ ーク を上 回 る伸 び を示

した 。安 定 成 長期 とは いえ、 オ フ セ ッ ト輪 転 機 や小 型 オ フ機 にみ られ た

技術 革 新 は 目覚 しい ものが あ り、第3次 産 業 の発展 と と もに宣 伝 用 印刷

物 が 急増 し、 チ ラシ類 にみ られ る激 しい販 売競 争 や 、大 衆 雑 誌 な ど出版

印刷 物 の平 版 化 、 さ らには事 務 用 印刷物 を含 め た軽 印刷 方 式 の普 及 な ど、

従 来 の活 版 分 野 が 次 々 とオ フセ ッ ト印刷 へ と切 換 え られ た ので あ る。 業

界 が構 造 改善 策 定時 の需 要 予測 にお いて 凸版 か ら平 版 へ の移 行 を毎 年2

ポ イ ン ト程 度 あ る と したが 、昭 和39年 以来 、現 在 に至 る まで同 じシ フ

トを示 し、 明治3年 以 来 印刷 の主 流 で あっ た活 版 印 刷 も、 昭和47年 に

お い て主 流 の座 をオ フセ ッ ト印刷 に明 け渡 し、50年/45年 では 凸 版

印 刷 物 の 伸 び率1.6倍 に対 し、平 版 印 刷 物 は2.6倍 の急 増 を示 した。

一 方 、 需要 の多様 化 は 、生 産 設 備 の 自動化 、高 速 化 そ して大型 化 を 、

他 方 では簡 便 化 、 個性 化 とい う少量 需 要 を も生 じ、 昭 和45年 か ら50

年 まで の5年 間 で事業 所 も6,310社(30%)社 増加 、軽 印刷 を主体 と

す る小規 模企 業群 ＼9人 以 下6,263社(44%)と 増 え た こ とか ら、平

均従 事 者数 も13.8人 か ら10.8入 へ と零 細 化 して しまっ た。 この結 果 、

規 模 別 市場 シ ェ アは300人 以 上 の大 企 業20.3%、9人 以 下 の小 企 業

16、9%と な り、大手 の攻 勢 と小 企 業 の追上 げ に挟 まれ た 中堅 企業 の経

営 を不 安 定 な もの とさせ 、過 当競 争 が常態 化 して い る。

(4)-b前 述 したオ フ化 の流 れ と過小 過 多性 は 、 それ だ け の動 きに と どま らず、

い う まで もな く印刷業 界 の今後 の動 向 や 、 それ に と もな う課 題 に も関 係
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して くる。業 界 の構 造 は も と よ り、需要 対応 策 、工料 金体 系、 技 術開 発 、

労務 管理 、経 営 者 も含 め た教 育 問題 、公 害 対策 、国 際 競争 力等 々、 オ フ

化 の流 れ と過 小過 多性 が相 関す る場 面 は 多 い。

例 え ば 、版 式 転 換 に と もな う供給 力の質 ・量 両面 の変 化 、需 要 の流 通

変 化 な らび に供 給 者 側(印 刷 業 界)の 受注 体 制 の変 化 、 求 め られ る新 料

金 体 系 の確 立 と普 及 ・徹 底 、版 式 転換 に と もな う技 術 や機 ・資材 の開発

主 力分 野 の変 化 、作 業 な らびに作 業環 境 の変 化 に と もな う労務 管理 策 の

変化 …… 等 々、種 々 の結 びつ きを余儀 な くされ る。教 育 や公 害 分野 につ

いて も、 これ ら結 び つ きを想起 す るこ とは 容 易 で あ り、現 実 に提 起 もさ

れ て い る。

しか し、 こ う した業 界動 向の変 化 は 、基 本 的 には 印 刷需 要 の ニ ー ズ変

化 が根 底 に あ る。 印刷 業 が あ くまで発 注 者 の要望 に沿 い 印刷 物 を作成 す

るの で あ れ ば、 そ れ は と りもなお さず最 終 需 要 者 で あ る一般 消 費 者 の ニ

ーズの変 化 に ほか な らない。

消 費 者 ニ ーズ の変 化 は急 で あ る。 印刷 が"空 気以 外 は なん で も刷 れ る"

といわれ るほ ど技 術 が 高 度化 し、 生活 の中 に深 く溶 け込 み 、 国民 生活 の

中 で不可 分 な もの に なれ ば な るほ ど、 消費 者 の、 い わ ゆ る生 活 ニ ーズは

ダイ レ ク トに印刷 業 に反映 して くる こ とに な る。

現 在 の 国 民生 活 は 多 様 で あ る。 一 方 で よ り自然 な もの が求 め られ る と

と もに、 他 方 で よ り機 械 化 され高 度 化 され た もの が求 め られ る。 そ の 中

に流 通 、 介 在 す る印刷 物 は 、社 会 生 活 の様 相 そ の ま ま に複 雑 か つ多 様 で

あ る。

わ けて も、視 覚 に訴 え る印 刷物 は 、 カ ラー化 の中 で供 給 者 と して の印

刷業 界 の 役 割 を高 め つつ 、一 方 で そ の質 的変 化 を も迫 る こ とに な ろ う。

加 え て 、 速納 性 、高 級 化 とい っ た要 因 も重 な り、 そ の た め印 刷業 界 が
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対応 せ ねば な らない動 きは きわ め て 多様 とい え よ う。

す なわ ち、 印刷 業 界は 一 方 で よ り高 度 化 され た設 備 の保 有 を求 め られ

る反 面 、 も う一 方 で生 活 環境 に密 着 した、 よ り入 間志 向 的 な要 素 を身 に

つ け る こ とを も要 求 され てい る とい え る。 この こ とは 営業 面 ば か りで な

く、対 社 会 的 な対応 一 料金 問 題 や公 害 防止 ・環 境 改善 な どの面 で よ り

一 層 色濃 く浮 き上 っ て くるだ ろ う
。

そ の結果 、結 論 的 に求 め られ るのは企 業 の体質 改善 とい うこ とに な る。'

多様 な ニ ーズ に応 え なが ら、同 時 に物 的 ・価 値的 両面 に わ た り生 産 性 を

上 げ て行 くとい うのは 至難 の術 だ が 、輻 接 す る産 業 動 向 に あ っ ては 一

人 、 印刷業 界 だけ が旧 態依 然 と して ぬ る ま湯 につ か っ て い る こ とは 許 さ

れ まい 。 まず 取 引改善 を突 破 口に対 発注 者 関係 を改 め、 で きれ ば計 画 生

産ができるまでに企業力を 高 め独 自の産 業 基 盤 を形 成 す るこ とが求 め られ

てい る といえ るだ ろ う。

(4)-c予 見 で きぬ情 報技 術 革 新 の脅 威

しか し、印 刷 業界 を今後 の産 業 界 全体 の推 移 の 中 で展望 した と き、 見

通 せ ぬ情報 伝 達技術 の革 新 と普 及 こそ脅 威 で あ り、 長期 的 な課 題 とい え

よ う。

コ ン ピュー タの革新 と普及 、 ファ ク シ ミ リ、 デ ー タ通 信 、 マ イ ク ロ フ

ィル ム、 コ ピー等 々、 これ まで"印 刷"の 範 疇 では捉 え られ て こ なか っ

た、 いや 、 とらえ得 なか っ た技 術 の進 歩 に よ り、 印刷 業 界 もそ の影 響 を

極 め て大 き く受 け よ う。

例 えば 、 デー タ通信 や音 声(肉 声)が そ のま ま原 稿 と して入 力 さ れ 、

読 み取 られ 、活 字 と なっ て表 わ れ る。 そ の表 われ た ものが遠 隔 地 に まで

瞬 時 に して ファ ク シ ミ リな どで送 られ 、相手 に伝 え られ 、 そ の場 で コ ピ

ー され る。 コ ピー され た ものはマ イ ク ロ フ ィル ムに記録 され 、保 存 され
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る。 す べ てが一 連 の応 用 技術 と して コ ン ピ ュー タ処理 され る…… こ う し

た、現 在 で も想定 で きる情 報伝 達 ・記 録 ・複 写 ・保存 機 能 は 、 そ の実 現

も時 間 の問 題 とい え よ う。 こ う した技 術 革新 は 印刷 業 界 に計 り知 れ な い

イ ンパ ク トを与 え よ うo

経 済 が技 術 を選択 す るか 、技 術 が経 済 を先 導 す るか 一 新 た な未 踏社

会 の変化 と潮 流 は 誰 も予 見 で きな い が、 確実 に い え る こ とは 、 印刷 業 界

も新 しいネ ッ ト・ワー ク構 造 を持 た ねば な らな い とい うこ とで あ ろ う。

印刷 業 界 も、 ひ と り独 自の枠 の 中 に と じ こ もっ て い る こ とは で きない。

分野 を超 え、 広域 な産 業 全体 の動 向 の中 で総 合 的観 点 か ら最 適 な位 置 を

探 って行 か ざる を得 な いbそ れ は国 際 的 な社会 シ ステ ムの中 で 自 らの位

置 を高 め、 前進 させ て行 くこ とに他 な らず 、 如何 に知 識 と技 術 の 集 約度

を業界 と して 充実 させ て行 け る か にか か つ て い る こ とは い うまで もない。

そ して、 こ う した 中 でい ま最 も必 要 とされ る のが 、将 来 を予見 す る手

だて とな る 「情 報」 で あ る こ と も、 またい うまで もな い こ とで あ ろ う。

(5)こ れ か らの政 策 課題

以 上述 べて きた印刷産業の今後 の課題 を長期的課題 と短期的課題 とに整理 す

る と次 の とお りで あ る。

表5今 後 の 課 題

長 期 的 課 題 短 期 的 課 題

1.業 界構 造対策

① 印刷業界の方向と在 り方 ① 需給見通 しの確立

(位置付け、役割、組織構成)

② 今後の産業構造の変化 と印刷業界 ② 関連産業との取引関係の改善

の対応

③ 印刷業における需要と生産方式の ③ 製品別、地域別、規模別施策の確

ライ フサイクルの把握 と対応 立

④ 経営理念の確立 ④ 構造改善事業等の推進
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長 期 的 課 題

2.需 要対応策

① 中・長期需要予測の確立

② 需給バランス安定化へのビジョン

立案

③ 技術革新の方向と需要潮流の把握

④ 市場開発態勢の確立

3.料 金適正化対策

① 料金体系の整備 と確立

② 資機材価格の動向把握

③ 関連業界との連繋強化

4.経 営合理化対策

① 需要予測の確立

② 設備の近代化と技術革新への対応

③ 人材育成(後 継者養成)

④ コンピュータ利用など計数管理の

確立

⑤ 労使関係の改善 と強化

⑥ 福祉対策の整備、確立

5.税 制、金融、法規対策

① 耐用年数の短縮 と他産業設備 との

償却調整

② 特別償却、割増償却策の拡充

短 期 的 課 題

⑤ 業界組織の強化 ・拡充

⑥ 関連業界との連繋

① 合理化、省力化の徹底

② 取引関係の改善

③ 市場開発部門の育成強化

④ 市場サービス態勢の強化

①

②

③

利益管理の普及徹底

料金情報の把握

関連業界(業 者)と の情報交換

① 設備の近代化

② 技術変化への対応

③ 需要動向の把握

④

⑤

⑥

⑦

従業員教育の徹底

同業者、関連業者 との情報交換

生産性向上策の強化

自己資本の充実

① 耐用年数の短縮

② 業界教育等に対する金融助成 と国
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長 期 的 課 題

③ 工場再配置計画の確立 と助成制度

の拡充

④ 福祉施設、共同倉庫等集約化計画

への助成拡充

⑤ 開業資格認定の整備、確立

6.原 材料問題

① 需給安定化の確立

② 資源需給の見通 しと需給調査

③ 価格動向の調査

④ 印刷技術の変化 と関係資材供給力

の把握

7.技 術 問 題

① 技術動向の把握

② 資材、エネルギー動向への対応

③ 新技術の研究開発

④ 印刷業の機能変化への対応

8,労 務 問 題

① 近代的労使関係の確立

② 高学歴化、高年令化対策

③ 労使条件向上への対策

短 期 的 課 題

等の認定制度の確立

③ 中小企業に対する金融助成の整備

④ 印刷版所有権の確立

⑤ 過当競争に対する規制強化

⑥ 入札制度の改善

⑦ 関連法規の周知態勢の強化

① 価格動向の把握 と対応

② 新材料の調査および評価

③ 調達方法の合理化推進

① 消費者ニーズの変化への対応

② 管理者、.技術者の養成

③ 資機材業界との情報交換

④ 資機材動向への対応

①

②

③

④

⑤

基本的労使間規約の整備 と徹底

安全衛生対策の徹底

労働時間短縮への対応

福祉施策の整備

新規学卒者確保への対策
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長 期 的 課 題'

9.教 育訓練問題

① 業界教育制度の確立

② 資格制度の確立 と法制化

③ 教育機関に対する助成対策

10.公 害 ・環境問題

① 立地問題の対応策の確立

② 公害対策、環境整備コス トの価格

算入の推進

③ 無公害化資機材開発の促進

11.国 際競争力

① 国際化経済の進展と対応策の確立

② 発展途上国における技術水準向上

への対応策

③ 海外印刷市場の情報収集体制の整

備

④ 先進国の新製品情報の調査

⑤ 海外印刷業者団体との交流促進

短 期 的 課 題

① 経営者に対する研修の普及

② 生産、営業、事務管理者、技術者、

技能者、営業員など教育訓練の徹

底

③ 指導員の養成および指導機関の確

立

④ 教育機関との協調強化

① 規制基準の普及徹底

② 公害防止投資意欲の昂揚

③

④

⑤

公害環境に関する資格取得の促進

産業廃棄物処理対策の推進

関連業者との情報交換の推進

① 国際競争力の強化

② 文字組版の輸入対策

③ 印刷物の輸入対策

④ 国産資機材の輸出価格の調査

⑤ 海外資機材の現地価格 の調査

⑥ 海外市場調査 と市場開拓の検討
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3.2印 刷 関係 情 報 の 現 状 、

次 に、 印 刷産 業 にお け る情 報 ニ ーズ を調査 す るに当 た り、 参考 とな る政府 関 係 刊

行 物 をは じめ 関連 す る各 種文 献 な どを纏 め た。

配 列方 法 は 、一 応 政 策 課 題 の 分類 別 に整理 した が 、 印刷 年 鑑 の よ うに一冊 の 中 で

各 政 策課 題 に また が る もの に つい ては 、適 宜 それ ぞ れ の分 類 の 中 に も併 記 した。

新 しい情 報 が 提供 され る 印刷 業 界団 体 の機 関 紙、 業 界新 聞 、 月刊 雑誌 な どの定 期

刊 行 物 にっ い ては 、 次 の一 覧表 か ら除 い てあ り、収 録 した刊 行 物 等 は 原 則 と して最

近3年 間 に発 行 され た もの を主 と したが 、政 策課 題 の観 点 か らみ て必 要 と思 われ る

もの にっい ては、 それ以 前 の もの も記載 した。
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表6政 策課 題別 必要情報一覧表'

政策課題別 内 容

分 類
資 料 名 著 者 ・編 者 発 行 所 発行 日

解説 統計

①業界構造 印刷業総合実態調査集計表 /全 印 工 連 全 印 工 連 1977 ○

印刷業実態調査 報告 書 〆全 印 工 連 全 印 工 連 1977 ○ ○

印刷業構造改善実績報告書 全 印 工 連 全 印 工 連 1977 ○

工業統計表 産業編 通産大臣官房 印 刷 局 1978 ○

頁 物 印刷 白書

`78商 業 印刷 白書

東 印 工 粗

菓 印 工 組

東 田 工 組

藷響 論
委 員 会

1977

1977

○

○ ○

平版業界白書 東 印 工 組 平版委員会 1970 ○ ○

日本印刷年鑑
日 本 印 刷
新 聞 社 身幅縄 1978 ○ ○

第4回
工業実態基本調査報告書

通 産 省

パル プ、 紙 、 出版 、 印刷 編

事業所統計調査報告 全国編 総 理 府 1978 ○

会 社 ・企業編 同 上 1978 ○

経営動向実態調査報告書 全 印 工 連 全 印 工 連 1979 ○
中小印刷 業安定 と

発展基本計画
全 印 工 連 全 印 工 連 1977 ○

東京の軽印刷業 東 経 工 東 軽 工 1977 ○ ○

製 本 白 書 全国製本工連 1978 ○ ○

業態調査集計結果報告書 東 印 工 組 東 印 工 組 1978 ○

② 需 要 マー 地域経済動向調査 自 治 省 1978 ○

ケ ッ ト 中小企業 白書 中小企業庁 大蔵省印刷局 1978 ○

中小企業の経営指標 中小企業庁 同 友 館 1978 ○ ○

中小企業の原価指標 中小企業庁 同 友 館 1978 ○ ○

通商産業統計要覧 通 産 省 1977
'○

我が国の商業 通 産 省 1978 ○

＼'
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政策課題別 内 容

分 類
資 料 名 著 者 ・編 者 発 行 所 発行 日

解説 統計

法人企業統計 大 蔵 省 ○

会社要覧上場 ダイヤモンド社 1978 ○
.

会社要覧非上場 ダイヤモンド社 1978 ○

国民所得統計 経済企画庁 大蔵省E[刷局 ○

鉱工業生産動向 ㈲ 通 産 省 ○

商業動態統計月報 通 産 省 ○

出 版 年 鑑 出版 ニモース社 1978 ○ ○

日本新 聞雑誌便覧
新 聞 雑 誌
調 査 会 1978 ○ ○

日本 の 出版 社178 出版 ニュース社 1978 ○

広告 代理 店 ガ イ ドブ ック
ア ド・レポー ト

セ ンタ ー
1978 ○

プ リンテ ィン グ ・サ ン プル
日本 プ リン ト
シ。ップ協会

1977

③印刷料金 印刷料金算定法
公 益 事 業
振 興 会

1978 ○ ○

(全 国都市別料金表)

印刷 見積 り積算法 沢 田 和 雄 文 化 社 1978 ○ ○

印刷 の料金 表
日 本 印 刷
新 聞 社

1978 ○ ○

印刷 積算 ガ イ ド 経済調査 会 1971 ○ ○

活版頁物印刷原価資料6集 東 印 工 組 1975 ○ ○

活版貢物印刷経営分析指標 東 印 工 組 1974 ○

商業印刷 組版 資料 東 印 工 組 1970 ○ ○

平版印刷工程 の原価計算 東 印 工 組 ○ ○

軽 印刷 料 金 マ ニ ュアル 印刷研究社 1978 ○ ○

最 新 印刷 料金 マ ニ ュアル 印刷出版研究所 1978 ○ ○

買物 印刷標準作業 資料 東 印 工 組 ○ ○

原価計算 ガイ ド 全 印 工 連 1976 ○

物 価 資 料
建 設 物 価
調 査 会

毎 月 ○

積 算 資 料 経済調査 会 毎 月 〇
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政策課題別
内 容

分 類
資 料 名 著 者 ・編 者 発 行 所 発行 日

解説 統計

④経営合理化
印刷会社の財務諸表 と経営 分析 杉 田 寿 夫

日 本 印 刷
技 術 協 会

1972 ○

シス テ ム化 と標 準 化 標準化研究会 〃 1971 ○

印刷管理 入門 山 本 義 治 ノノ 1972 ○

フ 了ス ト・プリンティング ・システム

導入の研究 東 印 工 組 東 印 工 組 1977 ○

プ リン トシ ョッ プ化 の研 究 東 印 工 組 東 印 工 組 1976 ○

平版 印刷業務分析表 東 印 工 組 1977 ○

(自 己診 断表)

⑤原材料機器 紙 ・パ ル プ業 界 大川健治編 教 育 社 1975 ○

紙 ・パ ル プの実 際 知識
東 洋経 済新 報 社 1974 ○

紙 ・パ ル プ統 計年 報 通 産 省 1978 ○

洋紙流通統計年報 通 産 省 1978 ○

紙統計年表 製紙連合会 1978 ○
.

印 刷 イ ン キ ハ ン ドブ ッ ク
印刷 イ ンキ
工 業 会

1978 ○

新 しい印刷材料 高分子学会編 産 業 図 書 1973 ○
r

感光性高分子 永松元 太郎 講 談 社 1977 ○

感光性樹脂 角 田 隆 弘
印 刷 学 会
出 版 部

1978 ○

化学工業統計年報 機械 通 産 省 大蔵綱 旺局 1978 ○'

印刷機材総覧
印 刷 出 版
研 究 所

1979 ○

コ ー ル ドタ イ プ印刷 機 械

ダ イ ジ ェ ス ト
印刷研究社 1977 ○

用紙価格動向調査報告書 全 印 工 連 全 印 工 連 年4回 ○

⑥技 術 基本印刷技術 角 田隆弘 外 産 業'図 書 1978 ○

印刷技術一般 伊藤亮次外 産 業 図 書 1971 ○

平 版印刷技術 高 畑 伝 外
日 本 印 刷
技 術 協 会

1978 ○

一38一



政策課題別
内 容

分 類
資 料 名 著 者 ・編 者 発 行 所 発行 日

解説 統計

印 刷 適 性 塩 治孜 外 印 刷 学 会
出 版 部

1963 ○

カ ラ ー ス キ ャ ナ ー 情 報 印刷情報男1冊
印 刷 出 版
研 究 所

1978 ○

PS版 の製版 、印刷技術 大 門 淑 男
日 本 印 刷
技 術 協 会

1974 ○

PS版 の実際 松 島 義 昭
印 刷 学 会
出 版 部

1971 ○

コ ン ピ ュ ー タ ー 植 字 〃 1972 ○

新 聞印刷CTS編
日 本 新 聞
協 会

1974 ○

ダイレク トスクリーニングの実 際 石 川 英 輔
印 刷 学 会
出 版 部

1970 ○

包装 印刷 百科事典
パ ッ ケ ー ジ

ン グ 社
1971 ○

ダ イ レク トス ク リー ニ ング 大 日本インキ
印 刷 出 版
研 究 所

1976 ○

日本印刷 年鑑 技術編
日 本 印 刷新 聞 社 1978 ○

ブ レ ー トメ ー キ ン グ 大日本インキ
印 刷 出 版
研 究 所

1977 ○

自動 現 像 機 大日本インキ 〃 1976 ○

カ ラー 印刷 の 計 数管 理 伊 藤 祐 保 印 刷 学 会出 版 部
1975 ○

写 真製 版 ダ イ ジ ェス ト 山本隆太郎 〃 1977 ○

写植 組 版 ル ール ブ ック 全印工連他 1968 ○

文 字印刷 の
未来技術予測調査

東 田 工 組 1975 ○

電算植字小事典
日 本 印 刷
技 術 協 会

1971 ○

文字 印刷 の需要予測 東 印 工 組 1971 ○ ○

⑦労 務 就業構造基本調査報告 総 理 府 統 計 協 会 1978 ○

地区別、職種別、年令別
給与の実態

労 務行 政
研 究 所

1978 ○

労 働 白 書 労 働 省 大 蔵 省印 刷 局
1977 ○ ○

労働統計 要覧 労 働 省 大 蔵 省印 刷 局
1978 ○ ○

賃 金 白 書 日 経 連 1978 ○

民間給与の実態 人 事 院 大 蔵 省印 刷 局
1977

活用労働統 計 生産性本部 1977 ○

中小 企 業 の た め の賃 金 ・
労 務 ガイ ドブ ック

中 小 企 業
団体 中央会

1979 ○
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政策課題別
内 容

分 類
資 料 名 著 者 ・編者 発 行 所 発行 日

解説 統計

賃 金 総 覧 東 洋 経 済新 報 社 1977 ○ ○

民間主要企業の賃上げ結果 労 働 省 1978 ○

労働力調査報告(年 報) 総 理 府 1978 ○

労働統計調査月報 労 働 省 労働法令協会 毎 月 ○

毎月勤労統計報告 労 働 省 労働法令協会 毎 月 ○

労 務 ニ ュー ス 東 印 工 組 東 印 工 組 年6回 ○ ○

総合賃金調査報告書 東 印 工 組 東 印 工 組 ]979 ○ ○

⑧教育問題 印刷関連教育機関名簿 全 印 工 連 全 印 工 連 1978

技能検定印刷製版職種学科例題集

職業訓練に関する意向調査

印刷ハ ン ドブック

日 本 印 刷協
会

鞠1麟
技 術 協 会

日 本 印 刷

繍糠
日 本 印 刷
技 術 協 会

1976

1978

1966

○

○

○
'

写真製版技術編

平版印刷技術編

凸版印刷技術編
(

活版整版技術編

平版印刷作業手順書
日 本 印 刷
技 術 協 会

日 本 印 刷
技 術 協 会

1967 ○

写真平版作業手順書 〃 1965 ○

技能検定学科例題集 〃 1969 ○

⑨ 公害、環境 環 境 白 書 環 境 庁 1978 ○

公害防止 事業指導マニュアル
(印 刷業)

中 小 企 業
振興事業団

1977 ○

公害防止のポイント(印 刷) 東 印 工 組 1978 ○

印刷界の環境保全
(公 害法規解説)

製版 ・印刷 公害問答集

日 本 印 刷
技 術 協 会

小 川 和 夫
印 刷 学 会
出 版 部

1972

1974

○

○

環境、安全衛生
光 陽 社技
術 部

光 陽 社 1978 ○
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政策課題別
内 容

分 類
資 料 名 著者 ・編者 発 行 所 発行 日

解説 統計

写真製版離 ㌶ 酸 葉 日 本 写 真
製 版 工 組

1978 ○

公害防止施設 設置のポイント 東 印 工 組 1976 ○

下水 道 法 改 正 の ポ イ ン ト 東 印 工 組 1977 ○

⑩国際競争
印刷製本機械 の国際分業
に関する調査報告 書

日本 機 械
輸 入 協 会

1974 ○ ○

力問題 外国貿易概況 大 蔵 省 季 刊 ○

国際統計要覧 総 理 府 季 刊 ○

印刷物貿易統計
(日 本 印刷年鑑)

日本 印 刷
新 聞 社

年 刊
1978 ○

酬 糟 雛 璽第
、部) 東 印 工 組 1978 ○
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33情 報 の利 用状 況

(1)情 報 の 利 用 状 況

中 小 印刷 業 界 にお い て も、 意欲 的 に情 報 の収集 、 分析 そ して提 供 態 勢 が 高 ま りっ

つ あ る。 勿 論 、 企業 規 模 や業 態 に よ り利 用 目的 は 異 な るが、 小 企業 にお い て も積極

的 な研修 会 へ の参 加 を は じめ、 業 界 団 体 や関 係 機 関 の新 聞、 出 版物 に よ るデ ー タを

基 に、 売上 高 、 加 工 高 、 付加 価 値、 労 務 費、 機 械 装 備率 、 支払 利 子 、 営業 利 益 な ど

自社 と の比較 、 究 明 とと もに 目標 値 の 設 定 な ど活 用 す る企業 は増 大 して い る。

特 に全 印工 連 の 構造 改 善 計 画 や 安 定 成 長 計画 な どを 通 じて 、 需 要 の 変 化、 業 界 環

境 の変 化、 生 産 技 術 の革 新 等 、 企業 経 営 の指 針 とな る指導 お よび情 報 の 提 供 に よ り

中 小企 業産 業 と もい え る印刷 業 界 の前 進 に大 き く寄 与 して きた 。 最近 では 小 企業 振

興 計 画 の一 つ で あ る フ ァス ト シス テ ム転 換 へ の啓 蒙 は 、小規 模 企業 経 営 者 に新 た な

認 識を 深 め る に至 り、経 営 改 善 が す す ん で い る。

また、 中規 模 企業 に おい て も、変 動す る社会 に対 応 し、 健 全 な る経 営 をは か る べ

く、経 営 、技 術 、 労 務 、 社 会 経済 の情報 を 独 自に も入 手 しな が ら経営 計 画 を作 成 し

て い る 。

さ らには、 技 術 開発 がす す む 新 機 器 関 係 の 情 報 に っ いては 、 販 売業 者 の積 極 的

な情 報 伝 達政 策 と して 団体 機 関 紙や 業 界 新 聞 の利 用、DM方 式 な どが 活発 に 展 開 さ

れ 、相 当 に早 い テ ンポ で普 及 してい る。

「例」 製 版 設 備HSLシ ス テ ム … 発 売1年 で1,000台 突 破

(2)デ ー タ収 集 に よ る情報 提 供 の実 例

(2)-a印 刷業 の需 要 予 測(46年 、 中 小 印刷 業 の近 代 化 計 画)

適 用 資料 ・通 産 省工 業 統 計 産業 編 、 品 目編

・経 済 企 画 庁 国 民 総 生 産
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①

②

GNPと 工 業統 計印刷 出荷額 との対比

39年

40年

41年

42年

43年

相 関 式 の算 定

印 刷 出 荷 額

対 前 年 伸 び 率

17.7%

7.5%

13.0%

15.4%

17、0%

GNP伸 び 率

15.5%

10.6%

16.7%

17.4%

17.990

印 刷 出 荷 額=1,235×GNP伸 び 率 一5.921

③ 需 要 予 測 値 の 算 定

51年/45年=1,963

④ 生 産 方 式 変 化 の予 測

凸 版51年/45年=1,468

平 版 〃 ニ2,473

⑤(参 考)51年 実 績

凸 版51年/45年=1、719

平 版 〃=2,963

全 体 〃=2,341 (GNP2,325)
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(2)-b

利 用 資 料

①

②

印刷原価 の上昇推移算定

53年/52年

〃

〃

〃

構成比率(経 営動 向調査)

人件費

工場経費

外注費

原材料費

・毎 月勤労統計(労 働省)

・消費者物価指数(総 理 府)

・積算 資料(経 済調 査会)

・物価 資料(建 設物価調査会)

・紙流通 統計(通 産省)

・化学 工業統計(通 産省)

・経 営動向調査(全 印工連)

人件費

工場経 費 ・管理 費

外注加工費

原材料費

1.109

0.993

1.106

1.016

24.6%

11.0%

2&5%

359%

計

③ 原価上昇推移

52年 ×上昇率=53年

人 件 費

工 場 経 費

外 注 費

材 料 費

128

142

132

126

100.O%

1.109

0.993

1.016

1。016

142

141

146

128

計 131.11.057 13&6

138.6/131.1==1.057
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34政 策 課 題 別 情報 の分 析 と整 理`

印刷 業 界 に おけ る情 報 につ い ては(3.2)に 記 載 の とお りであ るが 、 これ ら を

経済 全 般 、 関 連産 業 、 そ して 印刷 業 界 に分類 し、情 報 提供 の実 態 を政 策 課題 別 に分

析 す る と、次 の よ うに整 理 され る。 こ こでは 業 界団 体 の機 関 紙 、 業 界 新 聞 、 月刊 紙

を除 き、ほ ぼ 定 期的 に収 集 し得 る情 報 の み を分 析 した。
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表7政 策 課 題 別 デ ー タ ー の 利 用 状 況 一 覧 表

デ 情 デ デ 基 本 問 題 原 技 労 教 公 国

報
1

| 業 需 料 経 税
制 材

育 害 際

1 タ 界 金 営 術 務 競
タ 要

適 合

■

金
訓 環

入 利

重

構
対 正 理

融
●

料
プ

練 境

争 備 考

タ 用 造 問 問 力
手

間
要 対 応

化

対

化

対

法
規
対

問
問 問 問

名 先 隔 度 策 策 策 策 策 題 題 題 題 題 題

各 種 経 済 統 計 経 済 企 画 庁 年 度 B ○ ○ ○

経済計画 各 種 経 済 見 通 し 国民経済 ・日経セ ンター外 四 半 期 B ○ ○ ○ ○ ○

産 業 構 造 の 長期 ビ ジ ョン 通 産 省 年 度 B ○

国 民 所 得 統 計 経 済 企 画 庁 四半期 ・年度 B ○

国民所得 経 済 統 計 月 報 日 銀 月 ・ 年 C ○

経 済 統 計 年 鑑 東 洋 経 済 新 報 社 年 B ○

1 設備投資 各 種 設 備 投 資 調 査 通 産 省 、 経 企 庁 、 興 銀 半 期 ・年 度 C

景 気 動 向 指 標 経 済 企 画 庁 月 B ○

経 景 気 景 気 指 標 日 本 経 済 新 聞 社 週 C ○

鉱 工 業 生 産 指 数 通 産 省 月 ・ 年 C

済 海 外 外 国 貿 易 概 況 大 蔵 省 四 半 期 C ○

貿 易 日 本 貿 易 月 表 大 蔵 省 月 ・ 年 C ○

全 産 業 関 連 表 行 政 管 理 庁 他 毎 年 B ○

経 済 白 書 経 済 企 画 庁 〃 B ○ ○

般 そ 国 民 生 活 白 書 〃 〃 B ○

中 小 企 業 白 書 中 小'企 業 庁 〃 B ○ ○ ○ ○

の 労 働 白 書 労 働 省 〃 B ○ ○

科 学 技 術 白 書 科 学 技 術 庁 〃 B ○ ○

他 賃 金 白 書 日 経 連 〃 B ○

環 境 白 書 環 境 庁 〃 B ○

通 商 白 書 経 済 企 画 庁 〃 C ○
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デ 情 デ デ 基 本 問 題 原 技 労 教 公 国

|
| 業 需 料 経 税 育 害

際
報 制 材

| タ 界 金 営
● 術 務 競

タ 要
適 合 金

訓 環
入 利 構

融
料. 争 備 考

重 対 正 理
● 練 境

タ 用 造 問 問 力
手 化 化 法 問

間 要 対 応 対 対
規
対

問 問
問

名 先 隔 度 策 策 策 策 策 題 題 題 題 題 題

日 本 新 聞 雑 誌 便 覧 新 聞 雑 誌 調 査 会 年 B ○
出 版 指 標 年 報 出 版 科 学 研 究 所 〃 A ○ ○ ○ ○

出 版 出 版 月 報 ノ!
,月 A ○ ○

出 版 年 鑑 出 版 ニ ュ ー ス 社 年 B ○
日 本 の 出 版 社 〃 !ノ B ○
電 通 報 電 通 週2回 B ○ ○ ○
電 通 広 告 年 鑑 〃 年 B ○ ○ ○ ○

H
宣 伝 広 告代 理 店 ガ イ ドブ ック ア ド レ ポ ー ト セ ン タ ー 〃 B ○

ア ド ガ イ ド 宣 伝 会 議 ノ! B ○
特定 サ ービス業調査報告 通 産 省 〃 B

関
我 が 国 の 商 業 〃 毎 年 C ○
商 業 動 態 統 計 月 報 〃 毎 月 B ○
会 社 要 覧 上 ・ 下 ダ イ ヤ モ ン ド 社 年2回 B ○

連 〃 非 上 場 〃 年 B ○
会 社 四 季 報 東 洋 経 済 新 報 社 四 半 期 B ○

一 般 百 貨 店 販 売 統 計 通 産 省 月 C ○
産

大 型 小 売 店 〃 〃 C ○
家 計 調 査 報 告 総 理 府 〃 C ○

貯 蓄 動 向 調 査 〃 〃 C ○
業

事 業 所 統 計 調 査 〃 〃 B ○ ○
日本 スーパ ーマ ーケ ッ ト名 鑑 商 業 会 〃 B ○
紙 パ ル プ 統 計 月 報 通 産 省 月 ・ 年 A ○ ○

材 料 紙流通統 計(紙 ・板紙) 〃 〃 ● 〃 A ○
化 学 工 業 統 計 月 報 〃 〃 ● ノノ A ○ ○ ○

機 械
機 械 工 業 統 計 月 報

印 刷 機 材 総 覧

〃

印 刷 出 版 研 究 所

〃 ● 〃

不 定 期

A

B

○ ○ ○ ○

○
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デ 情 デ デ 基 本 問 題 原 技 労 教 公 国

報
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金
訓 環

入 利

重

構
対 正 理

融
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練 境

争 備 考

タ 用 造 問 問 力

手
間

要 対
応
化

対

化

対

法

規
対

問
問 問 問

名 先 隔 度 策 策 策 策 策 題 題 題 題 題 題

工 業 統 計 表
(産 業品 目 ・企業編等)

通 産 省 年 A ○ ○ ○

〃 〃 速 報 〃 'ノ B ○ ○

法 人 企 業 統 計 大 蔵 省 四 半 期 B ○ ○ ○

主 要 企 業 経 営 分 折 日 銀 半 期 B ○ ○

中 小 企 業 の 経 営 指 標 中 小 企 業 庁 年 A ○ ○

中 小 企 業 の 原 価 指 標 〃 〃 A ○ ○

皿 マ ー ケ テ ィ ン グ デ ー タ ー 能 率 協 会 ノノ B ○

有 価 証 券 報 告 書 大 蔵 省 半 期 B ○ ○
経 営

印 刷 業 実 態 調 査 全 印 工 連 不 定 期 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
印

印 刷 業 動 向 調 査 〃 年 A ○ ○ ○ ○ ○ ○

商 業 印 刷 白 書 東 印 工 組 不 定 期 A ○ ○ ○ ○ ○

刷 買 物 白 書 〃 〃 A ○ ○ ○ ○ ○

経 営 実 態 調 査 報 告 東 写 工 組 〃 A ○ ○ ○ ○

製 本 白 書 全 製 連 ノノ A ○ ○ ○ ○
産

印 刷 機 の 設 備 状 況 機 械 工 業 会 年 B ○ ○ ○

軽印刷業実態調査報告 日 本 軽 印 刷 工 業 会 不 定 期 A ○ ○ ○ ○

業 毎 月 勤 労 統 計 要 覧 労 働 省 月 ・ 年 A

一
○ ○

民 間 給 与 の 実 態 日 経 連 年 B ○ ○

春 闘 ハ ン ド ブ ッ ク 労 働 統 計 研 究 会 〃 C ○ ○

労 働 賃 金 総 覧 東 洋 経 済 〃 C ○ ○

活 用 労 働 統 計 日 本 生 産 性 本 部 毎 年 C ○ ○

就業構造基本調査報告 総 理 府 〃 C ○ ○ ○

地域別職種別年令別給与の実態 労 働 行 政 研 究 所 〃 B ○ ○ ○
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名
一

先 隔 度 策 策 策 策 策 題 題 題 題 題 題

労 働 統 計 要 覧 労 働 省 毎 年 C . ○ ○
、

民間主要企業の賃上げ結果 〃 ノノ B ○ ○

労 働 労 働 統 計 調 査 ノノ 月 ・ 年 B ○ ○

労 務 ニ ュ ー ス 東 印 工 組 不 定 期 A ○

総 合 賃 金 調 査 報 告 〃 年 A ○

皿 卸 売 物 価 指 数 日 銀 月 B ○

日 経 市 況 日 本 経 済 新 聞 社 ノノ B ○
料 金 '78印 刷 の 料 金 表

日 本 印 刷 新 聞 社 年 A ○
印

消 費 者 物 価 指 数 日 銀 月 C ○

印 刷 料 金 算 定 法 公 益 事 業 振 興 会 不 定 期 A ○
,

刷 印 刷 積 算 ガ イ ド 経 済 調 査 会 〃 A ○

軽 印 刷 料 金 マ ニ ュ ア ル 印 刷 研 究 社 〃 A ○

産 物 価 資 料 建 設 物 価 調 査 会 月 B ○ ○

積 算 資 料 経 済 調 査 会 ノノ B ○ ○

原 材 料 用 紙 価 格 動 向 調 査 全 印 工 連 四 半 期 A ○
業

海 外
CensusofManufacturesU.S.A商 務 省 3年 A ○ ○ ○ ○

AnnualSurverofManufacturesU.S.A商 務 省 年 A ○ ○

公害防止事業指導マニュアル(印刷業 中 小 企 業 振 興 事 業 団 不 定 期 A ○

公害防止 のポイ ント(印 刷) 全 印 工 連 〃 A ○
公害 ・環境

印 刷 界 の 環 境 保 全 日 本 印 刷 技 術 協 会 〃 A ○

写 真 製 版 業 に お け る
公 害 防 止 対 策 の 実 態 日 本 写 真 製 版 工 組 〃 A ○
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3.5対 応 策 と将 来 の課 題

印刷 産 業 にお いて は 、 益 々多 様化 す る情 報 媒 体 との 競 合 と対 応策 、 ニ ーズ

の変 化 、 生産 技 術 の 発 展 や 生産 方式 の 適応 、 雇 用お よ び環 境 改 善 策 、 原 材料

や機 器 材 に関す る性 能 、品 質 、 価格 へ の対 応 な ど、 情 報 の収 集 とデ ー タ源 の

正確 性 が 一 層求 め られ て い るが 、 前項 ま で に掲 げた 数 多 くの課題 を 直 視 す る

とき、 国 内 の情 報 は もと よ り、 海 外 各 国 の情 報 を広 く速 か に求 め、 比 較検 討

予 測す る必 要 が あ る。

従 って、 今 後 の対 応 策 と して も印刷 業 界 に おけ る情 報 拠 点 の確 立 が最 も急

務 で あ り、 業 界 団 体 にお い て広 く周知 を結 集 し、 態 勢 作 りへ着 手 さ れ る こ と

を課 題 と した い。

次 に当 面の 課題 と して 印刷業 界 に お い て整 備すぺ き デ ータを列 挙 して お く。

(1)実 態調 査 の実 施

① 基本 統 計調 査

対 象

時 期

② 標本抽出調査

対 象

時 期

③ 生産動向調査

対 象

時 期

国 内全印刷業(大 企業 を含 む)

5年 毎定 期的実施

大手、 中小 企業 よ り、規模別、地域 別、業種別 に抽 出 し

て、経 営動向を調査(全 印工連経 営動 向調査 を拡大)

毎 年1回

大 手 、 中小 企業 よ り規模 別 、 地域 別、 業 種別 に抽 出。

毎 月 ま たは 四 半期 毎

(2)ユ ーザ ー業 界 の情報 収 集

① ユ ーザ ー業 界 の 情報 整 備、 統 計

② ニ ーズ 調査(マ ー ケ ッ ト ・リサ ーチ)

{3海 外 情 報収 集

① 欧 米 先 進 諸 国 の 印 刷業 動 向調 査 、統 計 資料 の収 集
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② 発展途上 国の情報 ・統計資料の収集

(4)関 連業 界の情報収集

① 新技術、新製 品に関す る情報収集

② 写真 製版 、 刷 版、 活 字、 写 真植 字 、 製 袋 、 製 本 等 に関す る生 産、 出荷

価 格動 向 の情 報 収 集

(5)現 行 デ ータ に関す る要 望

通産 省、 大蔵 省、 総理 府 等行 政 官 庁 に お け る統計 に つ い て、 関 連産 業

界 の協 力を 求 め っ っ 次 の改 善 を 要 望す る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

工業 統 計 の 早期 集 計、 発 表

工 業 統 計 お よび 都 道府 県工 業 統 計 の 正確 性 、 特 に各 県 との誤 差 、大 企

業 部分 の統 計

化 学工 業 統 計 の 印刷 イ ン キ、 写 真 感 光 材料 の明細 化

イ ンキ … … 品 種(4色)分 類 、 オ フ輪 イ ンキの 区分、 同業 者仕

入 の 区分

写 真 …… 製 版 フ ィル ムの区 分

工 業 統 計 規 模 別 区 分表 示 の整理

産 業 編 、 品 目編 、 企業 編 、 市町 村 編

有 価証 券 報 告 書 の分 類 項 目整理

品 目名 売 上 高 の分 類項 目統一

事 業 所 統 計 の業 種 別 に よ る早 期 発 行

機 械統 計 月報 お よび 通 関統 計 の整 備

印 刷機 械(関 連 を 含 む)… 国産、輸出、輸入 の機種別分類項 目の統一

印刷 資材(紙 、インキ、フィルム、紙型、等)… 〃 品 目別 〃

印刷物 …… 〃 〃 〃
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4.今 後 の 課 題

4・1情 報 処理 とサ ー ビ ス 方 法

印刷 業界 にぼ 現 状 と特 徴 で述 べ た とお り、 多 くの業 界 団 体 が組 織 され 、 機 関 紙 、

刊行 物 の発行 、 研 修 会 開催 等 に よる情 報 の伝 達 が活 発 に展 開 されてい るが・ 日刊 ・ 月

報 、年 報 に至 る様 々な刊 行 資料 を整理 す る と次 の とお りで あ り、 全 印 工 連 機 関 紙

「日本 の 印刷 」 毎 月16、000部 をは じめ報 知 され た数 多 くの情 報 は 、 日本 印刷 工

業 会 理事 会(不 定 期)、 全 印 工 連 三役 会(毎 月)、 理 事 会 、 委 員会(四 半 期)、 地

区協 議 会(不 定期)、 各 部 道 府 県 工 業組 合 役 員会 、支 部 役 員 会 へ と伝達 さ れ・ 全 国 末

端 ま で広 く周 知 され て い る。
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表8'印 刷 関連 情 報 資料 リス ト

詩 名 刊 行 備 考

(新 聞)

新聞之新聞 日 、刊 新聞之新聞社

日本印刷新聞 週2回 日本印刷新聞社

印刷新報 週2回 印刷出版研究所

印 刷 ジ ャー ナ ル 週 刊 印刷時報社

印 刷 タ イ ムス 週 刊 印刷之世界社

印刷工業新聞 印刷工業新聞社

印刷紙業新聞 月 刊 印刷紙業新聞社(大 阪)

オ ール印刷 月3回 つ る ぎ出版社(名 古屋)

写 植 タ イムス 月 刊 印刷之世界社

日本製本紙工新聞 月2回 製本紙工新聞社

セ リ グ ラ フ ニ ュ ー ス 月2回 セ リグ ラ フ社

ニ ュー プ リンテ ィング ニ ュー ス 月3回 印刷研究社

(雑 誌)

印 刷雑誌' 月 刊 印刷学会出版部

印刷情報 月 刊 印刷出版研究所

印 刷 界 月 刊 日本印刷新聞社

印刷時報 月 刊 印刷時報社

印 刷 ク ラブ 月 刊 朝日出版

印刷現代 月 刊 現代出版社

印 刷 セ ンタ ー 月 刊 つ るぎ出版社

紙 と印刷 月 刊 九州印刷文化社

P.1.D 季 刊 印刷 工 業 会PrintingInformatio

プ リ ン タ ーズ ・サ ー ク ル 月 刊 日本印刷技術協会Digest

プ ラ ンナ ー 月 刊 印刷出版研究所
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詩 名 刊 行 備 考

ク リ エ ー タ ー 季 刊 日本印刷新聞社

bf(ビ ジネス フォーム) 季 刊 印刷時報社

新聞印刷技術 季 刊 日本新聞協会

ニ ュ ー プ リソテ ソ グF 月 刊 印刷研究社

スク リーン印刷 月 刊 印刷紙業社

セ リ グ ラ フ 月 刊 セ リグ ラ フ社

包装技術 月 刊 包装技術協会

パ ソゲー ジ ング 月 刊 パ ソケ ジ ソグ社

(団 体 の会報)

日本 の印刷

東京 の印刷 ほか

京橋 の印刷ほか

フナーム印刷

日写工連

グ ラ ビア全協報

東京 シールニ ュース

スクリーソ プリソティング

A報

きかいJPMAレ ポー ト

活字界

軽 印刷

東軽工

製本界

紙 ・パルプ

日本書籍出版協会報

千

千

干

千

千

田

干

田

干

田

田

弔

弔

田

田

全印工連

東印工組ほか各県工粗

菓印工組 ・京橋支部ほか各地区支部

日本フォーム協

『本写真製版工連

全国グラビア脇連

東京正札 シール組合 ・

日本 スクリニシ印刷協会

軟包装衛生協議会

日本印刷製本紙工機械工業会

全 日本活字工業会

日本軽印刷工業会

東京軽印刷工業会

東京都製本工業組合

日本製紙連合会

日本書籍出版協会
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詩 名 刊 行 備 考

PrintingInformation 月 刊 日本印刷技術協会

プ リ ソ タ ー ズ サ ー ク ル 月 刊 日本印刷技術協会

JAGTミ ニ情 報 随 時 〃

労務 ニュース 〃 東印工組

プ リンテ ィ ング ニ ュース !ノ 印刷工業会

書 名 刊 年 発 行 所 備 考

(年 鑑 ・統計 類)

日本印刷年鑑 1978 日本印刷新聞社

日本製本紙工年鑑 製本紙工新聞社

パ ッケ ー ジ ング年 鑑 パッケージング社

日 本 タ イポ グ ラ フ ィ年 鑑 グラフィック社

出版年鑑 1978 出 版 ニ ュース社

カ レ ンダ ーの研 究 1978 印刷時報社

工業統計表 品目編 1978 印刷局 51年

同 産業編 1978 同 上

同 企業編 〃 同 上

紙統計年報 毎 年 日本製紙連合会

紙流通統計年報 〃 同 上

機械統計年鑑 〃 通商産業調査会

化学工業統計年報 〃 同 上

印刷企業調査録 1978 丸 之 内 リサーチセンター、東京 編 、 関西 編、

中部編
組合員名簿 1978 全印工連ほか各団体

1
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書 名 刊 年 発 行 所 備 考

(実 態調査資料)

印刷業総合実態集計表 1977 全印工連

印刷業実態調査報告書 1977 同上

経営動向実態調査集計 1978 同上

印刷業構造改善実績報告 1977 同上

頁物 白書 第1部 、 第2部 1978 東印工組

78商 業印刷白書 1978 同上

文字印刷の未来技術予測 1975 同上

平版業界白書 1970 同上

軽印刷業実態調査報告 1978 日本軽印刷工業会

軽印刷業 の中期計画答申書 1978 同上 1
東京の軽印刷業 1977 東京軽印刷工業会

グラビア印刷実態調査 1965 通産省 紙業課

スク リーン印刷業 実態調査 1968 同上

シール印刷業実 態調査 1965 同上

金属印刷業実態調査 1965 同上

中小企業技 術実態、 クラビァ印刷1971 中小企業振興事業団

同 上 スクリー〉印刷1971 同上

総合賃金調査報告書 1979 東印工組

業態調査集計報告書 1978 同上

用紙価格動向調査 季 刊 全印工連

活版頁物印刷原価資料 東印工組

印刷業動向調査 印刷出版研究所
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4・2情 報拠点としての位置付 けと機能

このよ うに業界団体 としての会員 に対す る情報 サ ービス活動は極めて活発であ り

健康保険や年金基金 に至 るまで広報事業 が展開されているほか、各業 界団体の窓 口

にお いても、記 載されて きた刊行物、 資料 の殆 どを希望 者に頒 布してお り、提供体

制 と情報量は先 ず現 状では限 界に近 い といえる。

8頁 に記載 した業 者団体 のほか、 印刷業 界 に常時継続 して情報を提 供 している機

関等は 次のとお りである。

(順 不同)

日本 印刷技術 協会 印刷研究社

印席ij図書館 印刷学会 出版 部 、

印刷出版研究所 日本 印刷製本 紙工機械工業会

日本印刷新聞社 全 日本活字 工業 会

新聞之新聞社 印刷 イ ンキ工業会

印刷時報 社 日本 製紙連 合会

印 刷 之 世 界社'日 本洋 紙商 連 合会

しか しなが ら業 界 お よび 利 用 者の面か らみ ると・表 面 的 な 情 報 が 多 く・ 必 ず し も企

業 経 営 に、 そ して業 界 の政 策 課 題 の 解 明に十 分利 用 し得 な い難 点 が あ り、 情 報産 業

の一翼 を 担 う業 界 と し て、 情報 の 収集 、 分 析、 提 供 全 て に わた る的確 な 処理 態勢 、

伝 達 の方 法 、そ して一元 化 の問 題 等 多 くの課 題 を抱 え て い る。 例え ば 業 者 団体 が、

その 必 要 に応 じた 調 査 に余 りの 日時 を 要 す るこ と。 集 計 分 析 に 際 し、 手 作業 に頼 ら

ざるを 得 な い現 状 、そ して 他 に比 較 す る的 確 な デー タ に乏 じい こ と。 ざ ら には そ の

デ ータに基 づ き新 聞 が 解 説 し、 そ の 指摘 を 含 め た啓蒙 な ど指 導 体 制 が 弱体 な こ と。

加 え て、 組織 の 広範 囲 にわ た る 周知 体 制 の弱 体 な こ とな ど現在 の 団'体運 営 そ の もの

の課 題 が山積 している。従 って印刷産業 として業界の情 報 の 頂 点 を何 処へ どの よ うに集

結 させ 、 どの よ うな 情報 拠 点 を 設 置す る こ とが将 来 の展 望 解 明 と直結 で き るのか検
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討 され るぺ きであろ うし・その業界団体 と しての役釦 細 鱗 におけ る繍 収集

の分 担 を も明確 にす ぺ きで あ ろ うし、 さ らには、 海 外諸 国 との情 報 交換 あ るいは 関

連 情 報 収集 の重 要 性 を考 え る時 、 放 置 しては な らな い課 題 で あろ う。

4.3今 後 の 課 題

印 刷産 業 に お け る情 報拠 点体 制 確 立 の た め には 、 全 印刷 業 者 、 全 印 刷 団体 、 そ し

て 全 関連 団体 を 包含 す る機 関 の設 置 に努 力す べ きで あ り、 正確 な情 報収 集 ・デ ータ

等 の 作成 、 そ し て迅 速 な 提供 体 制 の機 能 を 果 す こ とに よる利 益 は 計 り知 れ な い もの

が あ る。

〔 印 刷 デ ー タバ ンクの 考 え 方 〕

A案 印刷 団 体

}集 結 → 「日本印刷経営者協会」結成
関連 団体 ↓

共同 出資 に よる情報部門を設置

B案 団体は現状 のまま共同 出資 による

↓

「日本 印 刷産 業 情 報 セ ンタ ー 」設立

↓

各団体 へ情報還元

〔 デ ー タバ ン クの機 能 〕

① 政 策 課 題 の対 応策 に記 述 した 問題 点 の解 決

② 国 内情 報 の収 集 ・分 析 ・提 供

③ 海 外 情 報 の収 集 ・分析 ・提 供
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④ 海外業 界団体 との提携、 資料交換

⑤ 規模別、生産体 質別、 製品別対応策 の検討

⑥ 関連産業 を含め た分業体制 の検討

⑦ コンピ ュータ処理 機能の確 立

この データバ ンクを早期 に設置すべ く、印刷 業界の努力 とと もに行政官庁で ある

通産 省の適切な指導が望 まれ る。例 えば手始め に印刷 業の 「生産動向調査」 を毎月

または 四半期毎 に通産統 計 の一環 として実施 し、資材 出荷動向、GNP、 国民 消費

支 出等 との関連性 を求める ことが で きるな らば、印刷業の需給実態や需要予測 な ど

も、なお解明す る ことも可能 とな ろ う。
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